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吹は し が き
｢成羽町の歴史と現在｣刊行にあたって 成 羽 町 長 秋 岡 博
地域研究誌 ｢成羽町の歴史と現在｣の発刊を祝す 成羽町教育長 藤 井 知 夫
第 1章 自 然 環 境
1 成羽町の概観
(1)地形 .地質の概況 (2)拓原の気候と谷間の気候 (3)高原の土地利用
とくらし
2 カルスト地形
3 河 谷 地 形
(1)成羽川の河谷地形 (2)成羽川の河岸段丘 (3)成羽川の谷底平野
(4)支流の河谷地形
4 山 砂 利 層
(1)吉備高原上の山砂利層 (2)成羽町域の山砂利の分布 (3)成羽町域の
山砂利の性格
第 2章 人 口
1 人 口 構 成
(1)人口･世帯数の推移 (2)年齢別人口構成の推移と比較 (3)産業別人
口構成の推移
人 口 異 動
(1)自然動闇 (2)社会動態
3 中心地集落吹屋の盛衰 -
第 3 革 原始 ･古代･中世の成羽町
原 始 ･古 代




第 4 章 近世 の成羽町 =一日
領主の系譜と支配




農 民 の 生 活
一一--･一･一 96
(1)検地と免状を中心に (2)人馬帳･卸定番から

















第 6 章 交 通
成羽川と高瀬舟 1一･･-=･一･-=一･-･-一･---一一‥一
(1)高瀬舟の歴史 (2)運搬物東 (3)古老の話 (4)高瀬舟の衰退
近 代 の 交 通
(1)交通路 (2)交通手帳の発達















4 林 業 の 現 況
(11現況 (2)備中地域森林計画区 (3)林家 (4)林産物
(5)森林組合
段 業 団 体 -
(1)成羽町戯菜協同組合 (2)生産者団体
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第 10革 教 育
1 学 校 教 育
(1)藩校と寺小屋 (2)学校教育の沿革 (3】成羽町における教育
の現状
社 会 教 育 一･一-I.･-一一･･-･-←一･･-I.-----
(1)現代社会教育の沿革 (2)公民館宿動 (3)長寿クラブ
(4)婦人会 (5)青年団









































表 11 1- 1 成羽町の機腐区分別血税 (原罪 )
腰 痛 区 分 面 研 比
0- 100m 末 桶 5 kd 6 %
loo - 200m / ll 13
200 - doom / 35 43
400 - 600m / 27 33
600 - Boom / 4 5






























炭層の互層からなり,その上部に鎌岩を伴 う｡中部 (目名畑層, 500m )も非海成層で,砂岩 ･
貞砦 ･頁岩互層からなり,炭層を挟んでいる｡上部 (地頭層,1.000m)は海成層で,砂岩 ･頁
岩互層からなっている｡ この成羽層群から,中生代三現紀の動 ･植物化石を多く産出する｡成羽文
化センターの博物館施設はそれら化石コレクションで有名である.

















笠岡とでは 1.70C～ 4･00Cの差があるが.その差は冬lこ大きく夏に小さい｡黒鳥 と佐屋の比較では







表 1- 1-2 月別平均 ･最百 ･愚低気温 (昭和 50- 53年平均 )
月別辛均気温 月地点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 午
高梁 2.5 3.5 7.2 13.0 18.0 22,4 27.3 26.6 23.3 17.2 10.9 5.7 14.5
史鳥 0.7 1,3 6.3 ll.2 16.4 20,9 25.5 25.4 21.3 14.6 8.2 3.2 12.9
佐屋 0.3 1.7 5.5 11ノl 15.7 19.8 24.1 23.9 20.6 14.8 8.8 3.4 12.8
笠 岡 4.3 4.6 8.0 13,8 18.4 22.8 27,7 27.9 24.3 17.9 12.0 7.2 15.7
月刺最高気温 月月臆 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 午
高 梁 7.0 8.9 13.2 19.1 23.9 27.a 32.1 31D 27.9 22.1 15.6 10.6 19.6
黒鳥 6.3 8.6 13.1 19.2 23.7 26.7 32.1 31,6 27.3 20.8 14.5 9.6 19.4
佐屋 4.3 6.2 10.7 16.7 21.0 24.1 28.5 28.2 24.9 19.4 13.4 7.7 17.4
笠 岡 8.7 9.2 13.0 18.5 23.2 26.7 31.8 32.0 28.5 22.4 16.7 12.0 20.2
月別最低気忠 月_相島 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 年
応姥 -2.0 -2.1 1.2 6.9 12十1 17.7 22.4 22.2 18.7 12.2 6.1 0,5 9.4
黒鳥 -1D -0.9 1.9 6.9 114 17.0 21.2 21.2 18.0 ll.8 6.5 1.5 9.6
佐星 -3.8.-2.9 0.3 6.0 10.2 15.4 19.7 19.7 16.1 10.1 4.2 -1.0 8.1
笠 岡 -0.1 -0.1 2,9 9.0 13.5 18.8 23.6 23.8;20.0 13.4 7.4l 2.3lll.2
の,いわゆる ｢斜面の温暖特｣に位置するところは.｢空｣とか ｢日南｣の地名がついてお り.気
候条件がよいので,古くから粟蕗が正価 した｡成羽町には下目名 ,上目名 ,目名畑という地名があ
る｡目名-日南 .すなわち陶茸という意味で,布原上の南面する斜面は日射も朝早 くから受けられ,
さらに冬の季節風もいくらか軽減できるoここに住居をかまえ,その周辺を耕せば,高原のなかで











表 1- 1- 3 月別降水丑 (昭和 50年～ 53年平均 )
いLJど
地点月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 午
佐臣 27.3 48.0 87.0 157.0I122.7 221.3 113.7 165.3 331,7 104.7 96.7 37.5 I.605.5
高 梁 34.3 39.3 81.5 133.3 106.3 222ー3 100.3 127.8 277.3 98.5 80.3 31.0 1,331.8
黒鳥 40,3 39.1 82.6 139.6 103.0 214.4 104.0 125.5 154.9 87.8 77.0 29.0I 1,197.2
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図 1- I- 2 高梁 ･温点 ･笠岡 ･佐屋のクライモグラフ (昭和 50- 53年 )
(3) 高原の土地利用とくらし
吉備高原上では村落の多くは応原面を浅 く刻んだ谷頭部に立地してお り,その重要な形膚は散村






斜面を上 り下りしなければならない｡扇~原上の土は r赤ネバ｣ とよばれている赤土であるO灯n上地で
蚊も作付面殻の多いのは典タバコである｡弟タバコは明治時代か ら栽Lf･,'されており,現在 1反 あた

































が ド･)-ネとよばれるものである｡台地上にはす りはち状または皿状の ドリ-ネが 10数個みられ
る｡台地上の主作物はタバコである.再縁は成羽川の急な谷壁斜面で.比高 300mに及んでいる○
中村台の ドL)-ネの分布は図 1- 2-1であるO
この地方では ドリーネは ｢くぼ｣とよばれてお り,｢はちくぼ｣｢西 くぼ｣｢ゆの くぼ｣などと
いう名前がつけられている｡
図 1- 2- 1 ドリ ネーの分布 (木之村 )
Aの ドリー ネはす りはち状であり.その底には 10mx 20mはどの半円形の池があり.そのま
わりに石が戟み重ね られて,ツ/ミキの木が植 えてあっTto底の部分には ｢汲み川｣とよはれるわき
水があり.直径が 1mはどの井戸になっている｡斜面はゆるやかな傾斜を示 していて ,タバ コ.拷
ナシが栽培されていた｡
Bのドリー ネは皿状で ,斜面は集タバ コ.ドリ-ネ底の吸 い込み穴にあたるところにはサ トイモ
が植えてあった｡ド リー ネは年 々くぼんでいくという.このようなくぼみはところどころに見られ .
その分布は線状 に拾 うことが出来そ うであり,石灰岩の構造に開院するのではないかと思われる.
Cの竹やぶの中の ドリーネはすりはち状のものである｡伯径は約 2 0m .みかけの深さは 5- 6







































































成羽地域の準平原化された吉備蕗街の地層は.古生層 ･成羽層群 ･侃石層群 ･新第三紀層など,




















隈については,図 l- 3- 1の
河床の縦断面図に記してある｡













































































図㌦ 羽′:志 茂 (Aさt25Lklこ抽廿)
上流側より見た断面を示す｡
各断面図の記号は,図 1- 3- L上の記号と対応し,位匠を表わすO
表 1- 3- 1 成羽川の河谷地形
区 間 両 岸 の 雌 資(上流例から見る ) 穿 入 蛇 行 の 様 子 該当する岡谷の破断面鼠
新成羽 両岸とも,中生代貫 両岸が対称型の皮線的流路o ④⑧






左岸-中村石沢岩 両岩質の間を曲流 @右 一拍岩 石灰岩 攻撃斜面はきわめて急傾斜○
席原画 との比応 35O- 4007lo





区 間 両 岸 の 地 質(上流皿から見る) 穿 入 蛇 行 の 様 子 該当する河谷の横 断 面図






















左岸-成羽層 左岸は谷底平野o ㊨右 黒雲牡花樹岩 右 上位の段丘.急斜面o
高原面との比拓 300mo
両岸とも成羽層 両岸に広い谷底平野o ㊨


























の侵蝕低下があまり著 しくないので,比布は 3研摩度である｡下位の段丘面は,河床との比応が 5
m程度 しかないので,洪水の際には塑水の危険にさらされることlこなる0 47年 7月の典中京雨の
際にも.披害が大きかった｡
上位のものは,布瀬 ･用瀬 ･-ノ谷 ･佐 木々 ･星辰 ･星鷹T ･渡雁と,断片的に, 20m程度の
河床 との比高で分布している｡背後からの転石(こおおわれたりしていて .緩傾斜地 とな り,星原 ･
星鷹丁 ･-ノ谷のものを除いて,あまり明瞭な段丘面と認めることはできないo下位の段丘面との
境界もあまりはっきりしていないものが多い｡同一の段丘では,上流仇が比指も大きく,段丘面も
0 5 10 15 20k∩
図 1-313 成羽川の河岸段丘高度分布図 (偏度は水平距離の 50倍(こ誇張 )
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tT妻 # 潔 層 任 負顔 也 敬1 '群
尺 宿 皮 原 ー状 懲
m 〝‡ m m 図 名
6.40 3,20I/,Tと.′:-.至.-三.暗灰～ 鎌混 り砂甘シルト 非常に軟常o一■ヽ■一● 淡灰 5-20%の砂岩状の嫌を混入
6.80 0.40--I-=tE-I 崇 灰 鎌混 り砂官シルト 同上で有機物を混入C
8.80 2.0野二島 .:i. 玉石混り砂康 20-50%の花軸岩と多少粘性土を混入するが非常に締っているC
9.50 0.70●.■.''_ol 粘土混l)砂錬 良く締っていて最大5cmの玉石を混入8
図 1- 3- 4 段丘上のボーリング柱状図 (場所 :成羽小芋佼 )
成羽小学校改築建設用地地質調査よ り
(興発開発株式会社 )
よ ｡平坦であるo星鷹Tにおいて･上位段丘面の- Uに位正する成羽小学投射 こおける噸 詞書 (
興先軸発株式会社 )によると･中生層抄岩白岩 を基盤岩とし,これをおお って ,10m程度の段丘
傑層が分布 している｡ (図 1- 3-4参照 )
以上の上下 2段の段丘面以外に ･楠見 ･吉村 ･片山 (1965)は .山本を比応 40mの段丘 ,節
山を比高 70mの段丘 としているが -今回の甜歪では段丘であると確認することができなか った｡
段丘面は狭小であ っても･険 しい谷地形の中では平坦な土地 として,きわめて産要 な生店の場 と
なっている｡
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治を通 って成羽川(こ合流する島木川の場合 ,尿矧 Htの合流点が海抜 76m,10kJq上流の宇治で
328m･その席定差 252mで平均河床勾配は忘 となF),成羽川よりはるかに急傾斜である｡
また,図 11 3- 1に見られるように,魯伽 )2つの明確な超急点が見られるO⑦の玉急点は脱石
屑と成羽眉の境界付近で,6秒東急点は石灰岩地蝿の羽山葵の峡谷である｡
天龍峡 ･羽山峡などの石灰岩中の谷では,谷軌 まきわめてせまくなり.谷壁は垂直に近いO(顔
1- 3- 5参照 )谷の下部は,20- 30mの粛さの石灰岩の断崖となっているC河床面から1-
1.5mの高さのところに,2- 3mの幅のノッチが旧同道のえぐれのあととして残っている｡えぐ
れの一番深いところは.Jrl底から.2- 2.5nLの爪さのところで,かっての水流のr5さであろうと








㌔ - / V




図 1- 3- 5 成羽川の支流島木川の河谷横断面図
上流仇より見た断面を示す.
各断面図の記号は .図 1- 3- 1上の記号と対応し,位取を表わす｡
写只 l- 3- 7
石灰Lijbを刻む羽山湊O甫さ20m程度の重層な渓谷
が続く｡島木川の溶蝕によるノッチが両岸に続く｡


























河円伸夫 (1975):蛇行問題について(展望 ) 東北地理 27-4 197- 204
河円伸夫 (1976):中国山地の穿入蛇行 jtb理学評論 49-1 43- 53
備中町誌編集委員会 (1972):備中町史本桐









蝕平坦面に分類される｡それらは,瓶戸円Ⅰ面,且面.皿面と呼ばれている｡表 11 4- 1は,吉
備高原の侵蝕小穏状と,その上に分布する紗傑層の状態について.概括的(こ表わしたものである｡
表 1- 4- 1 吉備応原侵蝕小包伏面の分類
侵蝕小起伏血 分 布 高 度 LIJ砂 利 層 堆 現 の 特 徴
吉備 高原 面 500- 700m 扇状地的な河川椎田物
板戸円 Ⅰ面 300- 450m 盛盤を刻む谷を埋めて堆6lした 100m以上の錬層がかなり広く帯状に分布
瀬戸内 皿面 150- 300m 30〝E以上の積層の埋懲谷




に含められるQ表 l- 4- 2は.成羽町域の山砂利の堆朝状態について観察地ごとに記 したもので
ある｡山砂利の観察地点と分布範囲は図 1- 4- 1にあらわした｡
表 l-4- 2 成羽町周辺の山砂利の分布状闇
観 察 地 海 抜 高 度 堆 畷 状 態
A l 320- 420m (390m)径20- 30Chrの円喋が多いO





A2 380m 径 20(初以下のくさり蹄が多数,陶汰悪く大小さまざま
の円韓D
硬度-花尚艮培 ,石英併営 .准片岩
A 3 350-380nL 径 10C7WのI胎 既忠が多い.(羽山の北東 500.TW) くさF)疎に近い0 円喋 .巨嘆で30m.
紗 .シルト層が多い.
8(天満町 ) loom 径 3伽の完全なくさり円蹄,巨裸で径 10C7Wo
C 410m 径 5C7Wの完全なくさり喋,巨疎で 20C珊o
(東 ) 亜円疎が多いo角帯もあるo赤色化著しいo
花嵐斑岩 .石英斑岩の僕が多いo
D l 360一一370′〃 径 5- 10cm.巨襟で60C7W,花樹斑岩の鍵が多いo
(竹定 ) くさり喋 ,石英斑岩の硬い小円疎も多い○
DZ 350-.360,〟 D lの山砂利のつづきo
(D lの北側のつづ 山砂利が赤色凝灰岩 .火成岩の上にのる○
き) 上軌 まくさり喋,基底部は風化が盛んでいない○
石灰岩と接 しているところもある.
D3 350〝‡ 抄層を含む .偽層 (cro88-bedding)がはいつて
(珊 ) いる○
径 5- 10cmの襟o
D 4(羽板 ) 330m 石灰岩の割れ目に山砂利がはしこる.
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観 察 itEI 海 抜 高 度 堆 田 状 態
(称の民象轟 ) くさr)かけ,巨レキで径 20Cmo
砂層のレソズを含むo
E2(宇治後谷 ) 370m 径 5°Wの円練が多数o
Fl 370m 角傑(砂岩 .蔽灰岩 )が多いo
(笹屋の民家在) 可 碧 至芸芸oi芸雷占夏慧諾 …:olOOの傾きを
下部(蛋 ;ommDO.,*t崇 ;二〇トリックスo
F2(笹尾の畑上 ) 370- 380m 砂粍屈
F3 3707.n 段丘的な地衣面.砂まじりのシルト層,角疎を少し含
むoLu砂利の上をおおうものかO
G l(本郷 ) doo m 径 之OCrのくさり裸 .花締斑岩の門塀が多いo
G 2 410m 火成岩の基盤上に山砂利.角疎が多いoくさり疎o
(僻繰 ) 厚さ40C7の紗層を含むO
fl 400′〃 ややくさり錬o径 lOcmの門標が多いo
(福松 ) 花樹威皆の嘆が多いO
分布雌Aは,脚荷 320- 420mである｡花成粥岩のやや風化してくさりかけた疎が多いD裸の
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図 l- 4- 1 成羽町付近の山砂利分布図
)













写真 1- 4- 1
観察地A2における山砂利
























































既岩 ,石英艮岩が多く,砂岩 ･頁磐 ･チ ャート･千枚岩も見られる.くさT)襟 ,くさりかけた喋が
多い｡風化土は.傑揮 ･場所によって,まちまちであるが,概 して風化が相当進んでいるO しかし,
基盤との接触部付近には,あまり風化が進んでいない｡その原因としては,雌東面の温度変化が下
郡lこまで及びにくいことや,上部が水に浸されたり乾燥 した りするのに対 して,下部は常に水に浸
されていることなどが考えられる｡
この山砂利層は,尾現上を帯状に連 なって.分布 しているが,成羽町付近だけに とどまらず,
瓶戸内Ⅰ面上に広く分布 している｡特に,芳井町 ･JlL上町境の宿淑付近において発運がよいことか






りも附くこ堆戟 したものと考えたO岡田 (1966)は,門田傑層 (応戦層に対比される)が大戸疎眉
(鮮新政後半のもので,第二斬声円海前期の湖沼堆初物ではないかと推定 している)を不盤台にお
おっているということから,高瀬屑は.鮮新世後舶～更新世前期の堆初物ではないかと推定している｡




楕見久 ･吉村典久 ･片山貞次 (1964):岡山県成羽町北西地域の地質 広大地学研究報告 14
寺岡易司(1959):岡山県成羽商域の中 ･古生代層特に上部三母系成羽層群について
地質学雑誌64,758
楠見久･吉村典久･片山貞次 (1957):岡山県川上郡吹屋地域の地質 広島教育学部紀要 2-6




第 2章 人 口









吹屋町,中村,旧成羽町及び合併後の成羽町の世帯数 ･男女別人口･総人口 ･性比 ･一世帯あた
り人員 .人口密度 ･人口推移を示したものが表 2- 1- 1で,秘人口の推移をグラフで示したもの
が図 2- 1- 1である｡これによってそれぞれの推移を背嚢してみよう｡
表2- i- 1 総人口,世帯数の推移
A 明治22年～大正5年
明治22 27 32 37 42 大正元年 2 3 4 5
(吹屋町)世 帯 数 向376 810 902 903 1.115 (1.057) (1,048) (1.051), ( 962) ( 962)
罪 - - (2.442) (2.623) (2,592) (2.635) (2,771)
女 - - - - - (2,371) (2.514) (2,484) (2,466) (2,302)
総 人 口 初】.930 3.412 4.078 4.577 5,I-35 (4.813) (5,137) (5,076) (5,101) (5,073)
性 比 - - - - - (102.9) (104.3) (104.3) (iC6.8) (120,4)
一世帯当りの 人 員 (～5.】5臥) 4.2】 4.52 5ー07 4.61 (4.55) (4.90) (4.83)1755 (5.31) (5.21)
人口 密度 66.7 117.9 141.0 158,2 177.5 (166.4) (177.6) 175.5 (176.3) (175.4)
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明治22 27 32 37 42 大正元年 2年 3 4 5
(l日成羽町 )世 帯 数 930 930 950 9804,60 990 (1,219) (1,224) (1.212)080 (1,215) (I,193)男 - 4,70 3 56 3.87 3 59 3.5 3202
女 - (3.471) (3,343) (3,417) (3.522) (3,261)
総 人 口 4.05 4.20 4,30 6.72 6630 6676480 657 646
性 比 - - (93.8) (98.3) (95.3) (92,4) (98.1)
一世帯当りの 人 口 4.35 4.52 4_53 4.69 4.75 (5.52) (5.42) (5,51)4.44191.2379,318501 (5.41) (5.42)
人 口 密 度 116.0 120.3 123.1 131.7 134.6 (192,6) (189.9) (188,3) (185.1)
人 口 指数(中 村)戸 100389 103.7374 106.2394 113.6398 116.0392 100 98,6 97.8f 96.1
人 口 2,471 2,5】3 2.649 2.750 2.541 - - 2,445i -
一世帯当りの 人 口 6.35 6,72 6.72 6.91 6.48 - - 6.】0 - -
人 口 密度 136.1 138,4 145.9 151.5 140.0 - - 134.7 - -
人 口 指 数(合 計)戸 1001.695 101,72, 4 107.2i2,246 111.32,281 102.82,497 98,9l 2,532
人 口 8,451 10,125ll,027ll,92712,376 - - 12.321 - -
一世帯当りの 人 員 4.99 4_79 4.91 5.23 4.96 - - 4.89 - -
人 口 密度 102,99 123.4 134.3 145.4 150.8 - - 150.2 - -
注)o岡山県那治誌 明治 22-大正14
0( )は,成羽町役場資料より,大正 1-昭和 6






大正 6 7 8 9 lO Jl 12 13 l∫l 15





人 口 密度 (184.5)(174.9)(173.8)(131.4)01 (132.i)(13O.3)(137.1)(137.0)(118.3)98 (116.6)
人 口 指 数(旧成羽町)世 帯 (276.6)1,185 (262.1)1,176 (2a).4)1,16100 (196.9),14673 198.1(i.143)(195.4).141 (205.4)1,16 (205.4)1.16 (177,3),1578 (174.8).159
男 (3,232)(3.242)(3,470)(2,747)(2.779)(2,730)(2,822)(2,752)(2.761)(2,778)
女 (3,303)(3,325)(3,251)(2.899)(2.895)(2,834)(2.974)(2.781)(2,794)(2.811)
総 人 口 (6,535)(6.567)(6,421)4.910 (5.646)522 (5.674)(5.564)(5,796)(5.533)(5,555)497 (5.589)
性 比 (97.8)(97.5)(106.7)(94_7)(95.9)(96.3)(94.8)(98.9)(98_8)(98.2)
石世慧当良 (5.5-1)(5.58)(5.53)(4.93)(4.96)(4.88)(5.01)(4,79)(4.82)(4.82)
人 口 密度 (187.1)(188.1)(183.9)(16_1.7)(162.5)(159.3)(166.0)(158,4)(159.1)7,4 (160,0)
人 口 指数 (92,2)(97.6)(95.5)(83.8)(84^ )(82.7)(86.2)(82.3)(82.6)(83.1)
昭和 2 3 4 5 6 10 L15 119 L20 22 25
(吹 屋)世 帯 数 ( 761)( 766)( 699)( 651)(613) 553
罪 (1,662)(1,729)(1,504)(1,429)(1,349) - - - 1,468 - 1.429
女 (1,707)(1,772)(1,603)(1.543)(1,469) - - - 1.649 - 1.465
総 人 口 (3.3(盟)(3,501)(3,107)(2.972)(2月18) 2,526 2.395 2.252 3.117 2,861 2,894
性 比 (97.3)(97.5)(93.8)(92.6)(91.8 - - - 89.0 - 97.5
人 口 密 度 (116.5)(121.0)(107.4)(101.2)(97J1) 87.3 82.8 77.8 107.7 98.9 101
人 口 指数 (174.6)(181.4)(161.0)(154.0)(146.0) 130.9 124.1 116.7 161.5 148.2 150.0
(旧成羽町)世 帯 数 (1.159)(1,152) (1,158)(1.161)(⊥.167) 1,156 1,436 1.394
罪 (2,758)(2.785)(2.801)(2,786)(2.798) 2,720 3,269 - 3,321
女 (2,809)(2,833)(2,835)(2.813)(2.825 2,795 5.313152.1 3,930 3.574総 人 口 5567 5618 5.669.8 5598 563)99.0 551 5,113146.4 71998.2 6,972 6895
E>性 比 ( 981)(98.3) (99.0) 97.3 92.9
石世禦当良 (4.80)(4.88)(4.87)(4.82)(4.82) 4.77 5.01 - 4.95
人 口 密 度 19.4 10.9 114 160. 11 l7.9 206 14.5 200
人 口 指数 (82.3)(83.5)(83.8)(83.2)(83.6) 82_0 80.0 76_0107.32 103.6 102.5
合 計総 人 口 lO,708 10.14ー 9.721 9.24512.62112,09712,061
人 口 密 度 130.5 123.6 118.5 112.7 153.8 147.4 147.0
C 昭和 30年以降 合併後成羽町の世帯数と人口
(住民基本台帳 )
30 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
世 帯 数 (2,234364) 2,316 2.286 2.309 2,310 2,314 2,318 2.301 2,308 2,276 2.242
男 (5:749) 5.2ユ2 5.348 5.326 5.159 5.040 4.930 4.787 4,684 4,463 4,259
女 (5,975) 5,558 5.747 5,638 5.469 5,375 5,271 5,168 5,080 4,863 4.671
総 人 口 (ll,724)10,770 ll,095 10,694 10.628 10,415 10.171 9,955 9,764 9,326 8.930
性 比 (96.2) 93.7 93.1 94,4 94.3 93.7 92.9 92.6 92,2 91.7 91.2
蒜世栗当良 ( 5:221 4.93 4.85 4.63 4.60 4.50 4.39 4.32 4.23 4.09 3.98
人 口 密度 (142,9) 131.3 135.2 130.3 129.5 126.9 124.0 121.3 119.0 113.7 108.8
45 46 47 48 49 50 51 52 53 54
世 帯 数 2.213 2,185 2.176 2.171 2.1g3 2,184 2,194 2,lB7 2,202 2J98
男 4,045 3.926 3,834 3,759 3.716 3.740 3.676 3,674 3,665 3.624
女 4.425 4.292 4.195 4.106 4.068 4.058 4,003 3.898 3,963 3.921
総 人 口 8,470 8.218 8.029 7,865 7.784 7,798 7,679 7.672 7.628 7.545
性 比 91,4 91.4 91.4 91.5 91.3 92.2 91.8 94.3 92.5 92.4
一世帯当りの 人 員 3.83 3.76 3.69 3.62 3.57 3,57 3､50 3.51 3.46 3.38
人 口 密度 103.2 100,1 97.9 95.9 94.防 95.0 93_6 93.5 93.0 92.0
図 2- 1-1 成羽町総人口の推移
-28-
(イ)総人口の推移









た昭和 19- 20年にかけての急激な増加は,終職による外地からの引き掛 ア･軍人の復員 ･都市
からの疎開によるものと思われる｡


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2- 1- 3 年齢別性比(昭和 50年 )
(症 )国幹諏萱 女を100とする
121 110 100 90 80 70 6t) 51)
図 2- 114 年齢別性比(昭和 5 0年 )











次に昭和 30年, 50年の成羽町と岡山県の年令別性比を比較してみると,昭和 30年では岡山




の男性人口の流出を切実に語るものである(図2- 1- 3. 2- 1-4参照 )0
(/,)世帯数と一世帯あたり人員の推移
まず世相教について述べると,大正 9- I0年にかけて吹屋では役場資料によると約 100世帯
減少しているのに対し,人口は20人程増加している｡しかし,この資料については疑問が持たれ
る｡また昭和 30年から現在に至るまで人口は約 4,000人減少しているが世辞数は約 100樫度
しか減少していない｡ これは全体の世博にわたってわずかずつ労働人口が流出したものと思われるO
次に一世帯あたり人員の推移について見ると,中村については明治期の資料しかないが,吹f-.,I.,








まず図 2- 1- 5の昭和 21年の旧成羽町の人口ピラミ ッドを見てみると戟没のため20- 34
才の男性が少なく.またその年代を父親 とする年代(0- 4才 )も少なくなっている｡図 2- 1- 6
6の昭和 30年成羽町では,やはり35- 44才の男性が少ないが,5- 9才の層が多 くなる｡図
21 1-7の県全体ではこの層が著しく多くて,ベビーブームを反映しているがここではそれ程形








図2- 1- 5 年齢別人口構成 (成羽町役場資料)
昭和30年 成 羽 町
500人
(女)


























]00J〕00人 5 0 0
3碩[
図2- 1- 7 年齢別人口構成
昭和40年 成 羽 町
ら IODか00人蜘









図 2- 1-8 年齢別人口構成
- 3 4 -




図 2- 1- 11 成羽町年齢別人口構成の推移
注)国勢調査による.
図2- 1- 12 岡山県の年齢別人口構成の推移
注)国勢調査による.
-36-
OIL)流出が明らかであるOまた図 2- 1- 9の昭和50年の成羽町では40年同様 20- 44才まで
少なくヒョウタン型である｡これを図 2- ユー 10の岡山県と比較してみると老令人口の比率が高
いといえる｡成羽町の出生率は減少傾向にあるが岡山県ではそれ程顕著でない｡
また図2- 1111によると成羽町の年令別人口推移を昭和 30年,40年, 50fF･で較べた時
に特徴的なことは,45才以上の人口はわずかに増加しているのに対して若年層は30年～ 50年






大正 1-昭和 6年までと,昭和 22年～ 50年までに分けて分類した｡
まず表2- I- 3,図2- ユー 13を見ると吹蛸の虚業では推移に大きな変動が見られ,大正 l
～ 9年にかけて専粟LR家人口の都合が20%前後で,正英良家はそれを少し上まわる22%前後で
ある.この時代において茶業戯家が噂菜出家に上まねろのは特異であるが工業 (鉱業)との凍菜が
多いと思われるoしかし大正 9,10, i1年の3年間は,専業, 兼業 あわせた 戯家人口が約
2,1･00人から約 1.400人と700人程度減少し,戸数も1UO軒減っているが, 12年には人
口も戸数も元に戻っているoまた大正 12, 13と農某梱式比は50%を越えるが翌 14年には,
戸数は変化なしだが段業人口は再び 1.40 0人程度減少し,この傾向が昭和5年まで解く｡そして
昭和 6年には専業良家戸数が特に増え.全件の戸歓が 5I8戸,人口が2.0 50人となり盟菜人口
構成比が728%に急増する｡
工業について述べると大正 】0- Il年にかけて分類'の韮準が異なっていると患われる｡つまり
大正 1- 10年までの工業の中に鉱業も含まれているものと考えられる｡また大正 11年からの工
菜人口の少なさからそれまでの=鉱業のほとんどは鉱漢を表すものであろう.年次を追って分析し
てみると大正 1年は野菜 552人,難業 569人と相成比11.5%, 1】,8%を占め,以後大正6
年まで増加を掛 ナ,合わせて 38.3%までのぼる｡大正7.8年Eこ少し停滞するが9, 10年と再






次に商業では大正】年に専業 480人,凍栗 197人,構成比合わせて 】4,1紫であったが,大
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図2- 1- 13 産業別人口の推移(吹屋町)
大正 1 5 10 15 昭和5
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年からはじまって除々に増す｡
また図 2- 1- 14の旧成羽町についての農薬は,大正 1年の専業 3,609人,声歓 489戸,





工業については大体専業.兼業あわせた構成比は大正 1- 7年は 11%前後, 7- i2年 15%
前後で13年以降 9%前後の位芯を占める｡
商業はつねに人口にして1,300人,戸数では250戸,構成比で20%前後で大正 1-昭和 6





建設業は昭和 45- 50年にかけて150%咽とよく伸びているo撃斐這菜は昭和40- 45年にか
けて成羽町においても160%増と増加しはじめた｡卸 ･小売集は一定してあまり変わらないが,
緩やかな減少傾向にある｡金軌 保健,不動産菜は増加傾向にあるが絶対数は極めて少ないなどと
いうことが言えるoこのため優位を保っていた見某[淵 和 40- 45年に製造業が飛躍的に伸びた
ため,また45- 50年に農薬が激減したために両者の差は非常に縮まってきた｡したがってそれ
まで農葉に続いて2位だった小売業は昭和45年に艶五菜とかわる｡
また衷 2-1- 5及び図21 1- 15の産業三六分滞人口の削合では昭和 30年でみると,日本,







蓑 2- 1-4 成羽町産業別人口の推移
牌和 22 25 30 35 40 45 50
段 業 男 861h) 719 1.551 1,249 1.007 750 479女 95 (人 906 830 I.6 7 288 1.0 3 644
総 数 1.812い) 1.625 3.394 2.896 2,295 I.803 1.123
林 業及び狩 猟 菜 男 51 74 66 86 23 15 13
女 10 6 13 33 7 4 ll
総 数 6ー 80 79 119 30 9 24
独 英及び水産観 葉 罪 4 6 3 4 3 0 1女 0 0 0 2 0 0 0総 数 6
鉱 業 盟 23 0 134 155 100 64 13衣 20 36 ll 13 1
総 数 26 0 154 19】 ユ11 77 14
建 設 業 罪 58 130 208 179 249 263 387女 0 2 20 12 37 36 56
# # 58 132 228 191 286 299 443
製 造 業 罪 240 181 233 222 220 334 384女 68 49 74 08 85 478 498
総 数 308 230 307 430 505 812 882
卸 売小 売 茶 盟 162 267 380 317 298 253 278女 104 193 259 280 274 280 270総 数 266 460 639 597 572 533 548
金 融保 健Jf:動産菜 男 ll 13 23 26 25 21 22
女 7 9 5 8 18 13 20
総 数 18 22 8 34 43 34 4
運 輸通 信 業 男 96 123 179 172 190 225 217
衣 15 1】 19 32 15 26 32
総 数 111 134 198 204 205 251 249
fe 克ガ ス水 道 業 盟 ー3 24 18 20 26
女 0 1 0 2 2
総 数 1 5 2 8
サ ビース業 盟 】09 166 265 294 305 274 262女 1 2 35 2 8 298 330 319
棒 敬 211 301 527 592 603 604 581
公 務 男 119 7820 88 86 94 88 91杏 I4 15 25 23 23 2LI
総 数 163 98 103 lll 117 11ユ 115
分 類不 舵 の産 R 罪 0 0 1 0 1 1杏 1 0 2 0 0 4総 数 1 3 5




表 2- 1- 5 産業三大分類人口の割合
全 国第 一 次 産 菜 晒和25年 30年 35年 40年 45年 50年48.3% 41.0% 32.6% 24.6% 19.3% ユ3.9%
第 二 次 産 業 2】.9 23.5 29_2 32.3 33.9 34.1
第 三 次 産 業 29.7 35.5 38.2 43,0 46.7 51.7
分 類 不 能岡 山 県第 一 次 産 業 0.1 0,0 0.0 0.0 0.0 0.3560 5 .7 43_1 344 256 167
第 二 次 産 業 20.1 20.8 25.8 29.7 34.7 37.0
第 三 次 産 業 23.g 28,4 31.1 35.9 39.7 46.I
分 類 不 能 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.
成 羽 町第 一 次 産 業 55.4 61.4 56.6 48.6 39,9 28.3
第 二 次 産 薬 ll.7 12.2 15.0 18.8 26.0 33.0








図2- 1- 15 産業三大分類人口の,日本,岡山県,成羽町における推移 (国勢調査による)
(藤原玲子 ･前田世洋子 )
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(1) 自 然 動 態
自然動態とは出生 ･死亡に伴う人口異動であるC
表 2-2- 1は成羽町における昭和 35年～ 53年度
の出生 ･死亡状況及び自然的増減を表わしたもので,図









少は ｢ヒノエウマ｣のためであろう｡さらに 47年 ～
50年度には激減しているO 死亡数が激減したのも確
かであるが,46年頃から転出人口が増加してお り,特





表 2- 2- 2は大正年閲の吹





もので,図 2- 2- 2,図2-




















表 2-2-1 自然動 感 囚
年 度 自 然 勅 使 自然的l増 減出 生 死 亡
昭和35年 174 113l 61
36 145 94 5ユ
37 121 104 17
38 150 loo 50
39 lユ5 111 4
40 110 105 5
41 87 93 △ 6
42 119 100 19
43 98 86 8
4∠1 87 92 △ 5
45 97 85 12
46 86 73 13
47 85 103 △ 18
48 81 111 △ 30
49 85 89 △ 4
50 69 8ユ △ 12
51 86 83 3
52 95 87 8
53 81 85 △ 4
岨35363738LI9 loll1213小115 1I6t174F 1950lH 52T･.HlEQ.
図 2- 2- 1 自 然 動 態
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表 212-2 自 然 動 態 (吹鼠 坂本.中村 )
年 度 出 生 死 亡 自 然 的 増 減
総 数 男 女 総 数 盟 衣 l 総 顔 女
大正 1 143 77 66 76 38 39 67 39 28
2 147 69 78 68 36 32 79 33 46
3 150 84 66 86 50 36 64 34 30
4 141 72 69 98 52 46 43 20 23
5 128 70 58 119 61 58 9 9 0
6 164 81 83 112 48 64 52 33 19
7 140 65 75 136 76 60 4 △ 】】 15
8 133 76 57 105 58 47 28 18 10
9 159 78 87 134 64 70 25 14 】ユ
lO 151 78 73 103 55 48 48 23 25
ll 151 7 t' 1 73 79 41 38 72 37 35
12 1■59 80 79 95 53 42 64 27 37
13 138 72 66 97 54 43 41 18 23
14 132 61 71 100 45 55 32 ユ6 16
15 186 93 93 94 50 44 92 43 49
昭和 2 147 75 72 87 42 45 60 33 27
3 148 74 74 95 53 42 53 21 32
4 】52 77 75 103 59 44 49 18 31
5 】58 86 72 96 54 42 62 32 30
6 152 76 76 75 4ユ 34 77 35 42
789 144 8279 625 948 4952 4532 506 3327 1733
10 137 73 64 83 48 35 54 25 29
ll 144 72 72 88 47 41 56 25 31
12 158 81 77 76 43 33 82 38 44
13 113 52 61 96 55 41 17 △ 3 20
14 145 68 77 a() 47 33 65 21 44




表 2- 2- 3 自 然 動 態 (旧成羽町 )
年 度 出 生 死 亡 自 然 的 増 減
総 男 女 総 男 女 揺 男 女
大正 1 209 114 95 129 57 72 80 57 23
2 247 128 119 138 70 68 109 58 51
3 214 106 】08 168 76 92 46 30 16
4 208 98 110 172 88 84 36 10 26
5 234 117 117 150 73 77 84 44 40
6 218 111 107 134 75 59 84 36 48
7 217 】22 95 191 100 91 26 22 4
8 206 104 102 167 83 84 39 2】 18
9 259 126 133 198 90 108 61 36 25
10 234 119 】】5 167 82 85 67 37 30
ll 230 1】8 112 197 loo 97 33 18 15
12 235 110 125 158 70 88 77 40 37
13 227 115 112 168 80 88 59 35 24
江) ｢現わ調査簿｣による｡
が死亡を上回って自然増加 している｡ただ旧成羽町では,大正 9年に自然減少 となっているのは出
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2 3 4 5 67 8 9IOH 12I314J5槻 3 4 56 7A 9 JOll1213141516
図212-2 自 然 勅 使 (吹屋,坂本,中村 )
昭1 2 3 4 56 7 8 9 ID u 12 I3 14)5叶
図2-2-3 自 然 動 噸(旧成羽町 )
-49-
(2)社 会 勅 使
(a)大 正 時 代
(1)入約 ･送籍
祉会動態とは転入 ･転出などに伴 う人口異JBbである｡
衷 2- 2- 4は吹屋 ･坂本 ･中村,蛮 2- 2- 5は旧成羽町の人格 ･送矧 こおける県外 ･県内別
男女数を表わしたものであり,図 2- 2-4,図 2- 2- 5はそれぞれの入籍 ･送籍の総数の推移
を表わしたものである｡
第 2-21 4 人折 .送籍における県タト 県内別封女敬及び総数 (吹屋 ･坂本 ･中村 )
年度 入 籍 送 籍
総 県 外 県 内 総 県 外 県 内
総 男 衣 総 男 女 総 男 女 総 盟 女
大 1 113 13 1 12 loo 38 62 91 28 9 19 63 16 47
2 65 8 2 6 57 23 34 89 41 21 20 48 】9 29
3 84 16 5 ll 66 31 35 70 36 15 21 34 6 28
4 65 9 6 3 56 】9 37 131 73 44 29 58 13 45
5 67 31 14 17 36 10 26 100 38 18 20 62 17 45
6 133 63 34 29 70 20 50 131 48 21 27 83 20 63
7 90 46 22 24 44 15 29 90 34 13 21 56 20 36
8 85 54 25 29 31 13 】8 114 38 15 23 76 25 51
9 40 25 4 2ユ 15 2 13 49 22 17 5 27 20 7
】0 54 00 0 54 50 4 100 51 24 27 49 25 24
1ユ 173 9 6 3 164 85 79 2】2 58 28 30 154 81 73
】2 57 コ〕 ll 9 37 15 17 116 64 25 39 52 8 44
13 62 27 7 20 35 8 27 89 35 21 14 54 22 32
14 88 31 ユ1 20 57 ユ7 40 ユ35 60 26 34 75 28 47
15 73 30 9 21 43 17 26 138 48 20 28 90 40 50
昭和2 74 21 7 14 53 21 32 95 43 ユ6 27 52 1】 41
3 74 39 14 25 35 9 26 110 52 20 32 58 20 38
4 64 23 4 19 4ユ ユ7 24 115 54 25 29 6ユ 20 4】
5 54 12 3 9 42 13 29 136 76 35 41 60 26 34
6 37 4 3 I 33 13 20 149 95 40 55 54 25 29
合 計 I.545 481 188 293 i,064 436 628 2.28) 994 453 54ー 1,266 462p 804















図2-2-4 入籍 ･送籍の総敬の推移 (吹屋.坂本,中村 )
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衷 2- 2- 5 人軒 .速師におけるUP,<外 ･lr1円別弱女数及び総数(旧成羽町)
牛皮 入 籍 送 籍
総 県 外 県 内 ～ 県 外 県 内
松 J!-Fj 衣 総 Jj] 女 総46 甥21 衣 総 罪 女大正i 95 ユ8 5 13 77 32 45 123 25 76 23 53
2 66 ll 1 10 55 13 42 8(I 20 8 12 60 14 46
3 78 24 6 18 54 29 45 109 32 14 18 77 21 56
4 85 23 4 19 62 ll 51 113 20 9 ll 93 32 61
5 84 23 53 18 61 16 45 117 33 16 17 84 25 59
6 8l 19 14 62 20 42 136 38 17 21 98 32 66
7 75 10 7 5 2 53 22 2 0 3 99 31 68
8 60 18 2 16 42 6 36 169 83 41 42 86 18 68
910ll 92 26 6 20 66 5 51 101 37 9 28 64 21 4319 2 2 17 9 8 38 28 15 13 10 8 2
12 72 21 5 lh 51 16 35 72 23 3 20 49 13 36
13 84 24 5 ll 60 14 46 129 71 33 38 58 18 40
相1 23 1 5 6 7 8 9 P 1) 巴 L31年





衰 2- 21 6は吹屋,坂本,中村における蓑 2- 217は旧成羽町における入寄骨者,出寄留者





表 2-2-6 人寄留者 ,出寄留者の県外 .県内別男女敢及び総数 (吹星,坂本,中村)
午皮 入 寄 留 者 出 寄 留 者総 県 外 県 内 揺 県 外 県 内
総 男 女 総 男 女 総 男 女 # 輿 女
大正1 685 200 128 82 485 261 22▲l 650 385 235 150 265 127 138
2 653 237 148 89 653 361 292 588 359 208 151 229 1】3 116
3 907 233 150 83 674 380 294 743 461 275 186 282 145 137
4 956 214 133 81 742 423 3】9 774 489 272 217 285 135 150
5 966 241 169 72 725 531 】94 786 498 275 223 288 134 154
6 1.204 :84 194 190 820 524 298 809 510 285 225 299 141 158
7 1,102 252 168 84 850 540 310 988 655 350 305 333 142 191
8 1,108 253 168 85 855 5LIO 315 1.022 658 352 306 364 142 222
9 423 134 57 77 289 160 129 i.719 1,018 582 436 70】 395 306
10 378 97 S 62 281 152 129 ~1.549 860 508 362 689 330 359
ll 207 61 43 18 146 88 58 1.483 889 479 410 594 298 296
12 252 107 82 25 -145 76 69 1,375 790 409 381 585 274 311
13 468 22) 132 88 248 140 108 1.587 1,029 549 480 558 242 316
14 797 E)1 112 89 596 :り7 289 2.431 1,594 926 668 837 408 429
合計 10,3532,8441,7191,1257,5094.4833.028 16.50J 10,1955.7054,490 6,3093,0263.283
男女の率 (i) 60.0 4O,0 (i) 59.7 40.3 (#) 56.0 十4_0 (i) 48.0 52.0
-53-









表 2- 2-7 人寄留者 ･出等智者の県外 ･県内別男女教及び総数 (旧成羽町 )
午皮 入 寄 留 者 出 番 智 者
揺 県 外 県 内 ～ 県 外 県 内
総 男 女 総 罪 女 総 男 衣 # 罪 女
大1 653 174 27 147 479 258 221 1,lot 480 297 183 621 318 303
2 289 18 9 9 271 138 133 919 391 228 163 528 257 271
3 281 lt 4 7 270 135 135 &3 399 236 163 444 247 197
4 301 6 2 4 295 147 148 984 482 246 236 502 251 251
5 112 15 6 9 297 145 152 1,132 532 260 272 600 298 302
6 316 13 6 7 303 147 156 1,081 521 270 251 560 272 288
7 323 Ⅰ5 8 7 308 155 153 1.116 619 332 287 497 238 259
8 339 20 ll 9 3】9 】64 155 1,197 677 360 317 520 254 266
910ll 331165 164 98 76 315151 14475 1716 1.955,710 1.15548 602586 55362 800658 39641 4063】7
12 333 17 9 8 316 150 166 1.838 1,198 621 577 640 340 300
13 282 18 10 8 264 135 129 1.987 1,197 606 591 790 398 392
14 330 17 12 5 313 169 144 2.060 1,426 768 658 634 300 334
- 5 4-
大正12ユ456 T 89DH128141
図 212- 6 人寄留者 ･出寄留者の棟数の




図 2-2- 7 人寄留者 ･出寄留者の稔数の
推移 (旧茨羽町 )
(b)昭 和 時 代
(イ)概 況
















蓑 2- 2- 8 移 動 者 数
年度 移 動 者 数 前年度に対する増加率総 輿 女
午SB40 人908 432 人475 %01 44 64
42 879 424 455 - 3.2
43 949 476 473 + 8.0
44 941 486 455 - 0.8
45 870 425 445 - 7.6
46 875 423 452 + 0.6
47 869 447 422 - 0.7
48 799 381 418 - 8.1
49 691 324 367 -13_5
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暗 40 41 42 13 44 45 46 47 48 49 50 5 L 52 53年

















糞 2- 2-9 転出入別県内別男女数
午磨 転 入男 子総 数 女 子総 数 県 内 県 外総 刀 衣 総 罪 女
40 152 172 231 100 131 93 52 41
41 169 182 237 108 129 114 61 53
42 】33 152 195 87 108 90 46 44
43 150 148 199 99 100 99 51 48
44 170 164 197 99 98 137 71 66
45 186 196 249 115 134 133 71 52
46 172 172 219 110 109 125 62 63
47 203 186 258 133 125 131 70 61
48 178 192 249 107 112 121 71 50
49 163 174 180 73 107 157 90 67
50 142 152 215 96 119 79 46 33
合計 1,818 1.890 2.399 1.127 1.272 1.279 691 578
午皮 転 出男 子総 数 女 子総 数 県 内 県 外栂 男 女 松 男 女
40 280 304 377 162 215 207 118 89
41 275 282 380 184 196 177 91 86
42 291 303 369 172 197 225 119 106
43 326 325 381 189 192 270 137 133
44 316 291 376 192 184 231 124 l■ 107
45 239 249 331 152 179 157 87 70
46 251 280 344 156 188 187 95 92
47 244 236 323 149 174 157 95 62
48 203 226 282 125 157 147 76 71
49 161 193 228 99 129 126 62 64
50 195 199 259 114 145 135 81 54
合計 2.781 2.888 3.650 1.694 1,956 2.019 1,085 934
-与7-
41 12 13 日 15 16 17 は 19 50年
図2-2-9 男女別転出入者数
JL 1213 日 45 16 17 48 19 50年
図2-2- 】0 県内 ･県外別男女別転入者敬
一 58--
REIO 4112 13 11 1SJ 11 tll】 50g=
図 2- 2- 11 県内 ･県外凱 ･男女別転出者数
以上のように転出入を総数 ･県内外別,男女別でみてきたが,昭和 40- 50年度を総計すると

















年 自然的増減 社会的増減 合 計
晒 40 5 △ 260 △ 255
41 △ 6 △ 206 △ 212
42 】9 △ 309 △ 290
43 8 △ 353 △ 345
44 △ 5 △ 273 △ 278
45 12 △ 106 △ 94
46 13 △ 187 △ 174
47 △ 18 △ 91 △ 109
48 △ 30 △ 59 △ 89
49 △ 4 △ 17 △ 21
50 △ 12 △ lOO △ 112





ろうかo図 2- 2- 13は, 40, 43, 46,47, 51年度の年令階級別転出入者数を表わし
たものである｡ 30才までは階級を5才ごとに底介し,30才～ 80才までは階級を10才ごとに
区分し,80才以上は総括してある｡
転入においては,20才～ 25才が常に トップでその前後の 15才- 20才,25才～ 30才が




転出では40年代前半までは 15才-20才で トップであったが後半になると20才～ 25才が









100 50 50 100 150 200人
図 2-2- 13 年令轍 別転出入者数
(1) 昭和 40年















稲10 II ゼ 13 1 15 16 17 1名 19 50年
図2- 2-14 県内 ･県外別転出入者数の推移
-63-
次に県内転出入者 を市町村別に,県外転出入者を都道府県別にみていくことにしよう｡
表 2- 2- 11 県内市町村別 転入者数 表 2-2- 12 県内市町村別 転出者数
昭和53年度 昭和53年度
転入前の住居 総 男 女 _
総 数 195 95 100
岡 山 市 33 18 15
倉 敷 市 31 16 15
津 山 市 3 1 2
玉 野 市 5 0 5
笠 岡 市 0 0 0
西 大 寺 市 0 0 0
井 原 市 6 4 2
総 社 市 4 1 3
高 梁 市 36 15 21
新 見 市 5 2 3
備 前 市 0 0 0
邑 久 那 0 0 0
英 田 那 0 0 0
上 東 耶 12 3 9
都 窪 那 1 0 1
小 田 部 3 2 1
阿 哲 那 5 3 2
衝 津 都 0 0 0
吉 備 那 0 0 0
川 川 上 灯 19 9 10
上 備 中 町 17 12 5
那 成 羽 町 1 0 1
児 島 那 5 3 2
和 気 郡 0 0 0
実 歴 那 2 2 0
･赤 磐 那 7 4 3
転出後の住居 総 男 女
総 数 248 127 121
岡 山 市 58 33 25
倉 敷 市 47 22 25
津 山 市 0 0 0
玉 野 市 2 2 0
笠 岡 市 1 0 1
西 大 寺 市 0 0 0
井 原 市 1 1 0
総 社 市 30 14 16
高 梁 市 70 36 34
新 見 市 '8 3 5
備 前 市 1 0 1
邑 久 那 1 0 1
英 田 那 1 0 1
上 房 那 3 1 2
都 窪 那 2 1 1
小 田 部 2 0 2
阿 哲 那 3 1 2
御 津 那 1 1 0
吉 備 郡 1 1 0
川 上 部 9 5 4
児 島 那 2 2 0
和 気 那 1 1 0
真 庭 那 3 2 1
赤 磐 郡 0 0 0
単位 :人
表 2- 2- 1 1は県内か ら成羽町への転入者を市町村別lこ集計したもので,表 2- 2-12は成
羽町から県内への転出者を同様に集計したものである｡これらは 53年度のみの数字であるo
まず転入状況をみると高梁市 36人,岡山市 33人,倉赦市 S1人,川上那 37人が目をひき,
3市 1郡で 70%を占めることになる｡その他は少数で,同じ川上都内の川上町,備中町 ,そして
帥接する高梁市だけでも37%を占めていることから節操する市町村か らの転入が多いとい うこと
がいえよう｡ しかし同 じ隣接市町村でも小田部美星町,阿哲部哲多町はあまり多 くない｡
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県内転出者 も転入者とはば同様の傾向を示し,高梁市 70人,岡山市 58人,倉敷市 47人,総
社市 30人が目をひき,この 4市で 83%を占めている｡高架市だけでも28%を占める｡拓梁市
は成羽町と接する市とい うことで転出入 とも多 くなっている｡この他,転入ではあまり特徴的でな
か った総社市が 30人とかな りの転出数を示 している｡
では次に県外転出入者をみてみよう｡表 2- 2- 13は県外から成羽町への転入者を,表 2- 2
- 14は成羽町から県外への転出者を都道府県別に廉計したものである｡転出入者とも大阪府,広
島県 ,兵庫県が多 く,やはり近隣への異動が多いようである｡転入では大阪府が群を抜いて トププ
である｡転出では広島県が トップである｡
表 2- 2- 13 県外転入者数
53年度 (人 )
転入前の住居 総 男 女
栃 木 県 5 3 2
静 岡 県 5 2 3
愛 知 県 1 1 0
埼 玉 県 1 0 1
東 京 都 6 6 0
三 重 県 1 1 0
京 都 府 7 4 3
大 食 中 市 1 1 0
阪 東大阪市 4 3 I
府 大 阪 南 16 5 ll
兵 伊 丹 市 1 1 0
摩 西 宮 市 2 2 0
県 姫 路 市 1 1 0
奈 良 県 6 4 2
埠 阜 県 3 1 2
鳥 取 県 1 1 0
島 根 県 1 1 0
広 広 島 市 4 1 3
良 尾 道 市 4 2 2
蘇 福 山 市 2 l 1
山 口 県 3 2 1
香 川 泉 1 1 0
愛 媛 県 1 0 1
高 知 県 1 0 1
福 岡 県 6 3 3
熊 本 県 1 1 0
合 計 91 48 LIB
表 2- 2- 14 県外転出者数
53年度 (人)
転出後の住居 舵 罪 衣
山 梨 県 1 0 1
東 京 都 10 7 3
埼 玉 県 3 1 2
千 蕪 県 5 2 3
愛 知 県 8 6 2
啓 か 県 1 0 1
京 都 府 5 3 2
奈 良 県 1 0 1
兵 兵 庫 県 7 6 1
庫 尼 崎 市 1 1 0
蘇 神 戸 市 5 1 4
* 大 阪 市 15 7 8堺 2 0 2
鳥 取 県 2 1 1
山 口 県 5 5 0
広 広 島 市 17 ll 8
良 尾 道 市 1 1 0
県 福 山 市 1 1 0
香 川 県 1 0 1
藤 島 県 1 1 0
愛 媛 県 1 1 0
# 北九州市 3 2 1福 岡 4 2
大 分 県 1 0 1
熊 本 県 3 2 1
宮 崎 県 1 1 0
合 計 108 62 46
一や51
転出入を県内 ･県外別にみるとLrit内転入は682%,娯外転入は 3118%,県内転出は 70%,
県外転出は 30%とな っており,転出入とも同 じ傾向を示 している｡
ではいったい成羽町のどの部落か ら転出入があるのかみていこうO表 2- 2- 15は部落別転出
入音数とその増減を表わしたものである｡
下原 97人,成羽 80人と転入ではこの 2部落
で 64%を占めている｡ この他は坂本 23人,吹
崖 23人であるoそして転出では下原 127人,









次 lこ職業別にみてい こうo表 2- 2- 16は仏




表 2- 2- 15 部落別転出入者数
53年鑑 (人)
部 蕗 転 入 後 転 出 前 増 減
下 原 97 127 △ 30
成 羽 80 91 △ ll
相 坂 4 5 △ 1
佐 々 木 10 6 4
坂 本 23 19 4
吹 屋 23 13 】0
長 地 6 14 △ 8
羽 山 1 6 △ 5
上 R 名 5 8 △ 3
布 寄 5 ll △ 6
中 野 13 25 △ 12
下 目 名 6 12 △ 6
星 原 ll 8 3
小 2 6 △ 4
羽 根 0 5 △ 5
転出では会社員,無駄 学生が多 くなっている｡
よって成羽町では20代,30代の会社員の出入りが多いということがいえる｡
衷 2- 2- 16 職業別転入人口
収 薬 戯英 .漁菜 林 業 会 社 員 学 生 無 職
人 数 2 16 91 10 104
表 2- 2- 17 職業別転出人口
職 業 虎男 .漁業 林 業 会 社 員 学 生 無 取








町の状況は図2- 3- 1に示される｡ これをみると千枚には空地,空屋が多いのが目立つ｡それに
比べ,中町,下町では空屋はあまりなく,現在もfLお,存続している家屋が多い｡ これらの三地区
の家屋は江戸時代,明治時代のものが多く,町並保存地区となっているO明治中頃の三地区の状況
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表 2-3- 1 家屋の機能の推移
髄理番号 家 の 所有者の変化 した年 機 能 以前の所有者 以 前 の 機 能
∈)㊨① 旧月]10昭和 5 頃 空屋 (時々蛸る)住宅庄(｢.S､るさと村｣の (大江の分家 )大江昭和6大阪へいく)新関発行 ) 米屋 ｢鳴門屋｣ .銅山役人ち点々とし,定年後戻った)
㊨ 昭和 11 住宅 中山
① (21代目)⑦ 所有I昭和 26娘近 住宅(元技師) (技師として,あら以前は技師 )難波(20年前まで)
㊨ 空虚 役場




⑲ 空地 衣類 .雑貨商
⑮⑯⑰ 住宅雑貨店 (本片山)の分家 ) 弁柄 (昭和 46まで)弊屋
⑲ 郷土館 (本片山の分家 ) 銀行代甲店
⑲ 西長尾(本長尾の分家 油尾 (明治 20から)
⑳ バス串庫 難波(本屋尾 ) うどん屋 ｢土畠｣
⑳ 空屋(午 4.5回帰る) 庄屋
㊨ 薬局(20年前から) 酒造,弁柄製造 (幕末か ら)
㊨ しょう油甜造 (新長居 ) 酒造,しょう油血道(明治元年か ら)
㊨ あき地 岡田 ｢肥後虚｣豆園庭
㊨ 新長尾酒蔵 松滴 弁柄の 5株の内の1人
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誤 家 の 所 有 者の変化した年 機 能 以前の所有者 以 前 の 横 詑
㊨ 昭和753或は52 来ろ/3 郵便局あと住宅 (東長尾 )P平岡 (明治初めから)｢宇治屋｣雑貨商
⑳ 住宅 弁柄
㊨ 空屋 農協
㊨ 住宅 (貸家) 地主と金貸し
㊨ 住宅 呉服屋(明治 20か ら)
㊨ 住宅 酒屋 (大阪- )
⑲ 道 谷口何度も人がかわつ′こ ペンキ師と自転車屋
㊨ 雑貨店 飲食店
㊨ 住宅(換金) 柵 (畏れ誌駅 禁 間か古 )
㊨ 所有者変化〟昭和のはじめ23ごろ 住宅 (南長尾)⑲ 所有⑯ の分家 米屋 (明治 20か ら)
㊨ 住宅金曜 日だけの散髪屋空地 ｢かめ屋｣宿屋 (明治-大正 )魚屋 (明治～大正 )
㊨ 住宅 弟子屋








期 間 請 負 人 備 考
戦 国 時 代?近 世 前 期 大 塚
元 和 4年 (1618)?寛 永 15 3 成羽滞環内,領外 銅の産出虫の増加のたの栄藤 め
月 治 元 年 (1658)～ 2人の請負人 諦負期間 8年以下,3年期限が多いo
寛 文 6年 (1665) 大坂の天野屋,平野屋 都市の商業資本導入
浜田屋,粟州堺の納屋 による復興
寛 文 10年 (1670) 4人の請負人
江戸の大坂屋,尾張虚 掠番的採掘
～ 二見源兵衛,備前岡山
天 和 年 間 (1683) の千田屋
元 和 元 年 (1681) 大坂泉尾 元軌 1年(1698)から5ケ 馬鍬 持続的採掘方法
～宇 保 元 年 (1716) 年 村内庄屋の諦負 への変化
畢 保 7年 (1722)?寛 2 4 大 塚 地元産菜の維持存税のためo坑夫の協力あり
寛 保 2年 (1742)～天 明 元 ユ 81 京都銀座 天明2年 (1782)から1年(背後に大塚 ) 足らず村内庄屋の請負
寛 政 3 年 (1791)～弘 化 4 847 大 塚
元 治 元 年 (1864)～明 6 7 備中松山の他山定兵衛
明 治 6 年 (1874)～昭 和 岩崎弥太郎(三費 ) 銅山の近代化
注) 1･ 鉱脈の枯渇,第 1次世界大磯後の不況,昭和 4年のtLl界大恐慌により,
昭和 6年に閉山｡














































































って調香 され, 50- 60片の縄文式
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写央 3- 1- 1 小御壁周辺
｣. ′＼/
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土器が確認されている.分顕された結果,これらは,中津式 (6- 7片 ),福田KⅡ~式 (5-6片)
彦崎EⅡ式 (3-.4片 ),福田EⅢ式 (5- 6片 )など四,後期の磨消経文土器や ,黒LBBⅡ式
(1片 )と思われる租文晩期のものであった (現在.成羽町博物館に展示されている ).これらの









後期 中 津 式 ○












































成羽の町を見下す ,低地の北西の小爵い所に,自然の地形を利用 して造 られた円墳であるD現荏,
上には祇園杜が建てられている｡この古村は救片の埴輪片を出土しており,たぶん古頃時代前期の
成羽の首長ともいうべき者の古墳であったと考えられる｡





の分布調査によって,天神ケ丘に一基 (前掲地図の 5),長地 ･麻損に一基ずつ (前掲地図の 6,
7),坂本に三基 (前掲地図の8,9. 10),佐々木 ･大谷古靖群などが確認された(別表 3-
1-2を参照 )｡ しかし,詳しい調査は未1_}されておらず.それらの古墳については,今後の調査
を持たざるを得ない段階である｡
表 3- 1- 2 原綿成羽の文化財 (全国遺跡地図より(文化財保亜委員会 ))
退助商号 威頬 文化財名称 時代 地職者 文化財所在地 地目 追 跡 概 況 出 土 品 塊状
1 散布地 古町プラットit跡(小飼堂jn跡)弥生 公有 .民 有 成 羽古 町 学校価 地物の多くは現在不明 純文-弥生式土器 完昏〟半壊
2 染落祉 天神ケ丘遺跡 成 羽 弥生式土器
3 古 墳〟/ 天王山古墳 古墳〟 民 有J〟 山 本ケ成羽枝 山林〟 円墳,.頂上に祇園杜建立 埴輪小片
45 壕横山 /I天神ケ丘 〃 径 8′ガの円墳.石室(長8仰.高さ15〝7)円墳 師拒片,戟片.須愈器片














西川 宏 r吉備の国J(学生社 )
臭壁忠彦 ･蔭子 r古代吉備王国の謎 ｣(薪人物従来比)
竹円明原著 r成羽史話 ｣成羽町教育重点会 昭細39年










































ノー 党三百余軌 大山衆徒七百余臥 都テtJ.召 ･伯者 ･因幡 .三園国ノ間二,弓矢二親ル樫ノ武士
共 ノ参ラヌ者-無 リケリ｡是ノミナラズ.石見国ニ-沢 ･三角 ノー 族,安芸国二熊谷 ･小早河,莱
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作国ニ-菅家 ノー 族 ･江見 ･方墳 ･渋谷 ･南三郷.備後国二江田 .広沢 ･宮 .三吉,備中こ新見 ･
成合 ･那須 ･三村 ･小坂 ･河村 ･庄 ･央唾,備酌二今木 ･人宵太節季裾 ･和mMI'1-後二郎職長 ･畑聞


























り,建武 3(1336,延元元 )年平川揃部介有親が穴斗郷の領家俄に任ぜ られた近江国 (滋田県)
からこの地に移り築いたものである｡
穀 3- 2- 1 佐 々木氏系譜
義経 - 経方 - 挙 定 -
???


















































表 3- 2- 2 三村氏系譜
清和天皇 一 新羅三郎義光 一 武田刑部三郎義清 一 鬼見冠者精光 一 各 部々遠光 一
小笠原左右大夫長沼 一 小笠原長経 - 三相筑波守長崎 一 三村新左輔門親時 一 三村































写 弟 3 - 2 - 2 三 村 氏 城 臥ヒ
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F成羽史屠.B 竹内明照 成羽町教育委且会 昭和 39年 11月 3日
r岡山県の歴史.1 岡山県 昭和43年 6月 1日
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その子家治は,元和 3年 (1617)備中国成羽溜王 (3万 5000石)に移り.さらに寛永14
午 (ユ637)肥後国夫軒のLa(岡藩主 (4万石 )に転 じ.のち訳州丸亀城主 (5万百)になった｡
その後を俊家,治粗と継いだが,治楯が天折し除対された｡この時家治の二男豊治が名跡相続を許
され,万治元年 (I658 )交代寄合衆 (5000石)として,成羽に知行所を与えられた｡山崎
氏はこれ以後明治維新まで成羽領主として開発につとめ,明治 2年 (1869) 11代治正のとき,
















;.l', i i:広経 師 広 宵
･ 家家 広 俊 雄
? ? jT I T r l俊豊 弘 勝 女 女家治 家 政 子 子
L_｣ 『寛政歪惨諸家別 巻第 432
(a) 山崎家治 (1594- 1648)
実感の長男｡座長 19年 (1614)父のあとを継ぎ因幡若桜城主 (3万百)となった｡





家治は,元和 5年には豊臣の迫将福島正則所砺没収に際し備後三原城を守衛し,乃永 11年 (
-90-
1634)には伊予の松山忠知が所領松山城をおさめられる時暫僻の任に当っている｡




































(a) 水谷勝隆 (1597- 1664)
LfI勢守を祢す0 10歳のとき父勝俊の病没により常陸下館3万 2000石を継ぎ,その後高直し
により4万 7000石を領有 した｡





















半して支配した｡したがって,川上郡内の天簡地 38ケ村を 19ケ村ずつに分けて支配 した｡当地
に関 しては次のようになっていた｡






















































































































丑治の菜軌をついで,陣屋町の完成,当地東栄に努め,宝永 5年 (1708)大阪屋敷で没 した｡
(C) 山崎勇治 (1688- 1745)
義方の長男として江戸に生まれるO 幼名は亀之助｡宝永5年 (1708)家督を継 ぐ｡建学 2年
(1745)江戸で没す｡
(d) 山崎信盛 (1728- 1758)
尭治の二男として成羽に生まれる｡幼名は鉄と助｡建学 2年 (1745)家督を継ぐ｡宝暦 8年
(1758)江戸で没す｡
(e) 山崎義俊 (1740- 1801)
久留鳥信濃守光通の6男として江戸に生まれ,借盛の束子となる｡はじめ通有,幸之助という｡
宝贋 8年 (1758)家督を継ぐ｡事和元年 (1801)江戸で没す｡
(f) 山崎義孝 (1759- 1779)
義俊の長男として江戸に生まれる｡幼名直之助｡安永7年 (1778)家督を継ぐが,在任わず
かに半年で翌 8年江戸で没す｡
k) 山崎義苗 (1763- 1781)
改俊の3男として成羽に生まれ,兄義孝の養子となるo幼名幸之助｡安永 8年 (I779)家督
を推ぐが,在任 2年にして,天明元年 (1781)江戸で投すo
(h) 山崎義徳 (1769- 1813)
義俊の4男として成羽に生まれ,兄義苗の養子となる.幼名は敵之丞｡はじめ義質という｡兄義









(A) 山崎治正 (】8211 1876)
義柄に嗣なく,,義経iの長女が嫁して生まれた平野健平長興の2男冶正を迎え.家督を継がせた｡













『成羽史話 』 竹内明断背 成羽町教育委員会 1964年
『寛政屯捗諸家譜』 高柳光寿,岡山泰四,斉木-馬絹 縦附 順 従完成会 1964- 7年











表 4- 2- 1 江戸時代前期の家臣について
御 家 数 8 軒
上下 人数 134人
内 御給人 16人 (17人か)















四 級 14人 30俵
五 級 27人 28-26俵
六 級 17人 28- 23俵
上 卒 4人 19位
中 卒 30人 16俵
下 卒 38人 16- 14鮭
準 卒 ー8人 10- 5俵
(明治31川三月の分限帳より)
さて次に山崎氏の職制についてまとめてみよう｡まず取捌を表で示す｡




























































r 警村代官 一 大庄屋-⊥ 庄屋 一 年寄 一 風頭



































































青石以上 四歩通 三拾鰻以上 三渉半濁 弐拾俵以上 三歩週 給五俵且し上 弐歩半週 給僚






























『成羽史話』 竹内明照準 成羽町教育委員会発行 昭和 39年
『備中成羽滞史料』 (岡山県地方史環料灘徒F3) 岡山県地方史研究連絡協議会嗣 1966






地のときは,村単位に一筆ごとの田畑 (屋敷などを含む)を測捜して,その面前 ･地味 ･収母及び
耕作者 (または所有者)を調べて検地帳に記入した｡すべての土地の収入は玄米の収穫丑で認定さ
れたが,これを石盛といい,これによって全村の収唖正は何百石というように石高で表示され,こ



















及び岡山滞初期 (寛文期迄- 1673年ごろ迄)の放租法の基本は土免 (蓉免)であり,秋免 (立
毛免) ･毛見 (升付)をその補完物として伴 い,この抱体を土免仕法と考える｡土免仕法は,班
主による ｢全剰余労働搾取｣ (土免を基本にして増放する)の志向と.在地の生産力構造とが予唇







さて,上咽 附 ｣の現掛 t,し貰巌 昌'iI｡尭し成馴 -注ぐ日名川 (源を日里村大字明治の山中
より奏 し,北流して,成羽町目名に至 り,El名演沿岸一帯の田畑を滞概す｡水勢急にして淡水魚に
富む OH上郡誌))流域に田畑をもつ細長い山間の部落であるoEl名小学校 (標高 200m) (普
は神代神楽弟生の地といわれる御前神社 ･神主藤井氏)より上流域を上目名村,下流域を下目名村
というo今は,目名畑 .本村 ･福松 ･熊の谷 (上 .下) ･上風の5部落が存在し,100戸足らず


























まず,慶長 5 (1600)年 11月に備中絵代官として松山城にはいった小堀新助正次によって,
翌 6年から行われた座長検地といわれるものである.この検地では,全国検地条目の決定前であっ































成羽藩史料』中 ｢御領分村々田商之覚｣を示そう (蓑 4- 3- 2)｡前者と後者で差を認めるが,
これは,朱印高と地高の差であると考えるべきであろう｡
表4- 3- 2 成羽津の田畑商 明和 3 (1766)年 (｢備中成羽溝史料｣より)
郡 名 村 名 ｢備中成羽藩史料｣による商 ｢川上郡誌｣の石高
川 上 部 成 羽 1406. 680 1286. 276
福 地 1142. 141 840. 640
原 田 189.328 160. 460
下 目 名 620. 618 382. 830
上 目 名 SOS. 021 354.740
水 名 290.346 226. 330
増 原 Jl94. 235 425. 900
上 黒 忠 693. 701 645. 000
下 黒 忠 442. 302 408. 930
釈 647. 169 160. 460
上 大 竹 764. 001 574. 000
下 大 竹 466.369 391. 000
布 瀬 341. 584 189.000
ほ 数 239.079 171. 000
匠 々 木 198.736 105.000
羽 根 l 195. 449 190. 237
羽 山 166. 813 157. 380
下 原 348. 100 130. 093
大 原 40. 651 34. 000
福松新開田畑 15.472 計 68330 276
-105-
浅 口 郡 西 ノ 浦 582.820
同 同 所(新開田畑)矢 柄 98.811270 02
計 10157. 447
永 不 足 521. 】96
品 々 引 1525, 324
さて,実際に検地がなされたら,そこから年貿をとるのである｡年貢収納の実憶を知る上での史




当村の免状は,享保 21 (1736)年 より万延元 (1860)年に至る88通が現存 しているO
そして,これらの免状は同じ成羽藩円でも,羽山村等 と異なった特殊性を示している｡その事例を掲
げる｡
























いる ｢秋免｣｢毛見｣が ｢士免｣の ｢補完物｣としてどの様にくみこまれていたかは明らかではな
い｡また,年頁賦課率は, 1736- 1750年の間は,40.2- 40.26%,1751-1800年
間は,40･36- 40.39%,1801- 1856年間は,40.40- 40.47%,1859- 60






















衷 4-3- 4 上目名村土免の推移
年 号 相 席 品 々 引 高 &田方石高 b畑 万 石高 さ
(西暦)午 石斗升合 石斗升合 石斗升合 石斗升合
字保 21(1736) 503.021 109.115 234.650 123.597
元文 3(1738) 503.021 111.783 232.194 123.387
元文 4(】739) 503.021 111.803 231_948 123.613
元文 5(1740) 503.021 111.992 231.948 123.423
寛保 1( 17 4 ) 503.021 110.004 233.937 123.423
延事 1(1744) 503.021 109.885 234.056 123,423
延事 2(1745) 503.021 109,885 234.056 123,423
延苧 3(1746) 503.021 111.287 232.898 123.179
延苧 4(ー 747) 503.021 111.287 232.898 123.179
延李 5(1748) 503.021 lュo.842 233.253 123.269
寛延 2(1749) 503.021 110.842 233.253 123.269
寛延 3(1750) 503.021 110.842 233.253 123,269
寛延 4(ー 75 1) 503.021 102.445 241,407 123.512
宝暦 2(175 ) 503.021 102.445 241.407 123.512
宝贋 3(175 ) 503.021 102.275 241.425 123.664
宝麿 5(175 ) 503.021 102.275 241.425 123.664
宝層 6(175 ) 503.021 102.221 241.479 123.664
-108-
C定 米石斗升合仁王も)-年貢成津 田 方 定 米石斗升合 相 方 定 木石斗升合 庄 屋 都 孝 行
144.189(0. 025)29 3, 1320878 109.582 34.607 夢 兵 衛 波 多 野新 海 (蘇)
108.435 3L548 半 七
108.320 3Ll.612 半 七
108.320 34.558 半 七
143.807(0.4024) 109.249 34.558 半 七 波 多 野新 海
143.862(0.4024)2ー 3 109.304 34.658 半 七 渡 辺鳴 瀬IL5 匹 兵 衛 波 多 野田 (衣)九
108.763 34_490 匠 兵 衛
143.253(0.402 ) 108.763 34..190 匠 兵 衛 田 辺
143.444(0.4023) 108.929 34,515 匠 兵 衛 田 辺
143.444(0.4026) 108.929 34.515 匠 兵 衛 田 辺
143.444(0.4023) 】08.929 34.515 匠 兵 衛 田 辺
147.320(0.4037) 112.737 34.583 匠 兵 衛 田 辺
147.320(0.4037) 112.737 34.583 匠 兵 衛 田 辺
147.371(0.4037)9 112.745 34.626 匠 兵 衛 悪 霊(与)
112.745 34,626 匠 兵 衛 田 辺 (九)奥 野
112.771 34.628 匪 兵 衛 田 辺奥 野
112.771 34.628 匠 兵 衛 田 辺告 慧Fl i刀
-109-
年 号 村 高 品 々 引 高 a 田 方 石 高 b畑 方 石 高
(西暦) 午 石斗升合 石斗升合 石斗升合 石斗升合
宝暦 8(175 )106 503.02 1 102,167 2 】`1,533 123.66 】`
503.021 102.410 241,290 123.664
宝暦 11(176 ) 503.021 102.410 241.290 123.664
宝暦 13(176 ) 503.021 102.410 24 】ー290 123.664
明和 2(1765) 503.021 102.563 24 1.137 123.664
明和 3(1766) 503.021 ー02.864 240,931 123.569
明和 4(1767) 503.021 102,864 240.931 123.569
明和 5(1768) 503.021 102.864 240.931 123.569
明和 6(1769) 503.021 102.789 241.006 123.569
明和 7(1770) 503.021 102.787 241.006 】23.569
明和 8(1 7 7 1) 503.021 102.789 241,006 123.569
明和 9(】772) 503.021 102.789 24】.006 123.569
安永 2(1773) 503.021 102.789 24 L006 123.569
安永 3(1774) 503,021 102_753 241.042 123.569
安永 4(1775) 503.021 102.636 241.159 123.569
安永 5(1776) 503.02】 102.636 24 1.159 123.569
安永 6(1777) 503.021 】02.799 240.996 123,569
-110-
C定 米石斗升合(盲も )-年貢賦課 田 方 定 米石斗升合 畑 方 定 米石斗升合 庄 屋 郡 奉 行
147.422(0.4037)308, 6,ro 21144960_ 112.796 31一.626 匪 兵 衛 奥 野田 辺
112.682 34.626 匠 兵 衛 田 辺奥 野
112.682 34.626 匠 兵 衛 田 辺奥 野
102.682 3d.626 匠 兵 衛 奥 野
112.611 34.626 匪 兵 衛 奥 野
112.505 34.599 匹 兵 衛 奥 野
112.515 3◆1.599 伊 三 郎 奥 野
112.515 34.599 伊 三 郎 奥 野
112.550 a′l.599 伊 三 郎 奥 野
112.550 3⊥L599 伊 二 郎 奥 野
112.550 34ー599 理久右ヱ門 奥 野
112.550 3L599 理久右ヱ門 奥 野
112.550 34.599 埋久右ヱ門 奥 野
112.567 3一1.599 理久右ヱ門 田 中 (港)新 海 清
112.621 34_599 理久右ヱ門 小 川 (≡)田 中新 海
112.621 3▲1.599 理久右ヱ門 小 川田 中新 海
112.545 3.JI.599 理久右ヱ門 小 川田 中新 海
112.545 3′1599 理久右 ヱ門 小 川田. 中新 海
-Ill-
年 号 相 馬 品 々引高 B田方石高 b 畑方石高
(西暦)午 石斗升合 石斗升令 石斗升合 石斗升合
安永 8(1779) 503.021 103.104 240.894 123.366
安永 9(1780) 503.021 103.104 240.894 123.366
天明 1(178 ) 503.021 103.057 240.941 123.366
天明 3(178 ) 503.021 104.938 240,121 122.350
天明 5(178 ) 503.021 104.938 240.121 122.305
Iinj:t政 4(1792)寛 53 503.021 105.195 239.776 122.393
503.021 105.145 239.826 122.393
寛政 6(1794) 503.021 105.140 239.826 122.393
究政 9(1797) 503.021 105.145 239.826 122.393
光政 10(1798) 503.021 105_145 239,826 122.393
寛政 11(1799) 503.327 105.145 240.251 122,274
寛政 12(1800) 503.327 105.145 240.251 122.274
事和 1(180 ) 503.327 104.965 240.431 122.274
宇和 2(180 ) 503.327 104.965 240.431 122.274
宇和 3(180 ) 503.327 104.965 240.43ユ 122.274
文化 2(1805) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 3(】806) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 4(1807) 503.327 104.965 240.431 122.274
-112-
C定 米石斗升倉島 )-年貢脚 田 方 定 米石斗升合 Aln方 定 米石斗升合 EE 屈 郡 奉 行
147.039(0一4 6) 112.497 34.542 理久右ヱ門 田 中小 川
147.039(0.4 6)61763828245, 4 4 112.497 34.5JI2 理久右ヱ門 田 中 (金)小 川 治
112,519 34一542 理久右ヱ門
112.137 31.542 理久右ヱ門
112.137197599 34245. 70, 理久右ヱ門兵 七 田 中
111,999 34.270 兵 七 田 中 (要)
111.999 34.270 兵 七 田 中
112.197 34.237 兵 七 田 中
1 d237 兵 七 新 海
146.518(0.4040) 112.281 3JI.237 兵 七 新 海田 中
146.518(0.4040) 112-281 34.237 兵 七 新 海田 中
146.518(0.4040) 112.281 34.237 兵 七 新 海田 中
146.518(0.4040) 112.281 34ー237 兵 七 新 海田 中
146.518(0.4040) 112.281 34.237 兵 七 新 海田 中
146.518(0,4040) 112.281 3JI.237 兵 七 新 海田 中
-113-
年 号 村 高 品 々引 高 a田 方 石高 b畑 方 石高
(西暦)午 石斗升合 石斗升合 石斗升合 石斗升合
文化 5(1808) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 6(1809) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 7(1810) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 8(1811) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 10(18 3) 503.327 104.965 240.431 122.274
文化 12(18 5) 506.32q 105.503 242.895 122.274
文化 13(18 6) 5.ー6.32q 105.503 242.895 122.274
文化 14(18 7) 506.329 105.503 242,895 122,274
文化 15(18 8) 506.329 105.503 242.895 122.274
文政 2(18 19) 506.329 105.503 242.895 122.274
文政 3(l820) 506.329 105.503 242.895 122.274
文政 5(1822) 506,329 105,503 242.895 122.274
文政 6(1823) 506.3 29 105.503 242.895 122.274
文政 7(1824) 506.329 105.503 242.895 122.274
文政 8(1825) 506.329 105.503 242.895 122.274
文政 10(1827) 506.329 107.821 24().645 122.206
文政 11(1828) 506,329 107.821 240.645 122.206
文政 12(1829) 506.329 107.714 240.753 122,205
-114-
C定 米石斗升合㌔吉㌔ -年責賦課 田 方 定 米石斗升合 畑 方 定 米石斗升合 庄 屋 郡 奉 行
146.518(0.4040) 112.281 34.237 兵 七 新 海田 中
146.518(0.4040) 112ー281 34.237 兵 七 新 海田 中
146.518(04040).76694, _,】 9 112.281 3JI.237 兵 七 新 海田 中
112.281 34.237 兵 七
112.281 3 1`.237 作 右 ヱ 門
113.432 3J.237 作右 ヱ 門 田 中
113.432 34.237 作 右 ヱ 門 田 中
113.432 ■ー3▲1.237 作 右 ヱ 門 新 海
113.432 盟l.237 作 右 ヱ 門 新 海
】13,432 34.237 作 右 ヱ 門 田 中
113.432 3J,237 作 右 ヱ 門 新 海
113.432 3一L237 作 右 ヱ 門 田 中
113.432 3.1.237 作 右 ヱ 門 新 海
113.432 3.-I.237 作 右 ヱ 門 田 中
113.432 34.237 作 右 ヱ 門 新 脆i
112.381 3.i.218 作 右 ヱ 門 新 海
112.381 3.i.217 作 右 ヱ 門 新 梅
112.432 3⊥l,217 作右 ヱ 門 新 海
-115-
年 号 相 席 品 々引 高 & 田方石高 b畑 万 石構
(西暦)午 百斗升合 石斗升合 石斗升合 石斗升合
文政 13(1830)天保 214 506.329 107,022 241.445 122.205
506.329 105,660 241.787 122.205
506.329 104.965 241.937 122.205
天保 5(1834) 506.329 106.218 242.249 122.205
天保 6(1835) ー 508.984 106.218 244.679 122.430
天保 7(1836) 508.984 106.218 244.679 122,430
天保 8(1837) 508.984 106,195 244.679 122.453
天保 10(1839) 508.984 106.195 244.679 122.453
天保 11(1840) 508.984 106.195 244.679 122.453
天保 12(1841) 508.984 106.195 244.679 122.453
天保 13(1842) 508.984 105.211 245.459 122.657
天保 14(1843) 508.984 105.211 245.459 122.657
天保 15(1844) 508.984 104,786 245.45g 123,082
安政 2(1855) 509一988 105.001 246.248 123.082
安政 3(1856) 509.988 104.881 246.368 123.082
安政 6(1859) 514.630 106､366 250.158 122.449
万延 1(1860) 514.630 104.231 252.243 122.499
註 (山崎氏所蔵 上目名村土免状より)
-116-
C定 米 田 方定 米 畑 方 定米 庄 屋 郡 奉 行
石斗升合(i気 )-年貢賦課 石斗升合 石斗升食
146.972(0.4040)713, 203 7385 56一 5ー 112.755 34.217 作右 ヱ 門 新 海
122.915 34.217 作右 ヱ 門 新 海
112_985 34.217 藤井作右ヱ門 新 海
113.130 34.217 藤井rF右ヱ門 山 脇 (隼)
114.265 34.280 藤井作右ヱ門 小 野新 海
Il°.265 34.280 藤井作右ヱ門 田 中山 脇 (罪)
114.265 34.287 藤井作右ヱ門 山 脇
114.265 34ー 287 藩 政 ■ 山 脇
114.265 3Jt.2B7 苗 蔵 山 脇
114.265 34.287 轟 蔵 山 脇
4629 344 串 蔵 小 川山 脇
148.973(0.4047) 114.629 34.344 寄 蔵 新 海小 川
149,092(0.4 45) 114.629 34.463 詣 蔵 新 海小 川
149.461(0.4047)51511 0552 989 114.998 34.463 藤 井 鑓 蔵 小 川
115.054 34_463 藤 井 蕎 蔵 小 川
116.824 34.286 藤 井 事 故 小 川




































































































① 『川上郡誌』 社団法人私立川上郡教育会 昭和 47年 6月 17日
② 『成羽史話 』 竹内明照 成羽町教育委員会 昭和 39年 11月 3日
③ 『岡山県農業土木史』 岡山県土地改良-S菜Efl体連合会 昭和 41年 12月 20日
㊤ 『備中成羽藩史料 』 岡山県地方史研究連絡協議会 (代表藤井駿) 1966年 9月 30日
⑤ 『近世農民生活史 』 児玉亭多,吉川弘文館 昭和 32年 10月







表 4-3- 5 川上郡三沢村の人馬数
局 家 はい屋 馬 屋 人 数 牛 喝数
16石7斗 4升 2合 3問 × 8問 2間×6間 2間× 5間 16人 馬 1疋 牛3疋
10 .1.8 .3 2 × 5 l X3 1 × 3x 2 9 I1
16 .1. 7 3 × 5 1 × 3x 21 x 2 4
6 4 5 7 4
6 .7 .1 .1 2 × 5 1 × 2 3 1
ll.2 .2 .8 3 × 6 l X 3 8 1
3 .3 .8 .5 2 × 5 l X 3 5 l l
3 .2 .4 .9 2 × 5 1 × 2 6 1
3 2 3 3
4 1 3 LI








蓑 4-3- 6 ≡沢村の持高別の家屋面飢 ･人馬歎 (平均)
高 家 数 莱 はい屋 馬 屋 人 馬 午0.2疋1石以上 3石末純 5軒 6.1坪 0.4坪 0.4坪 3.6人 疋
3石 〃 5石 〃 16 7.8 0.62_3 1.1 4.6 0.1 0.3
5石 〃 7石 〃 6 9.2 I 4 0.5
7 9 2 125 4 65 5 5
9117 / 】1石 /^ 3 12.7 1 1.7 7 0.7
11石 〃 13石 〃3 55 7 102 189.5 27.5 35 810 0.5 1.5
(註,家 ･はい屋 ･馬屋は,2間×5間を 10坪と換耳 して計算 したC)
この表 をみると,三沢村では 3石以上 5石未満の持高の家が約半分を占めていることがわかる｡
また,持高が多 くなるにつれて ,家の大きさも広くなっているようである｡家族数 ･牛馬数につい
ても,持fiJ'との関連がみ られるといえるかもしれないO
次に,出民が受けた統制について触れたい.出民支配 こそは ,帝滞親王全体にとっての存在のか










-. 男女地廻 り増税可為無用候 ｡若歩 行 懲 成 者は代市兆 え相断 ,可仕差回事o
｢ 技等之儀可為無用侯o自然掛合之料理出 し朕俵於有之者 ,随分軽 く可致院｡酒拾膜脹人々相
項数酒乱間鋪串 ｡






















































788) 4月の大塚定次郎覚掛 こも,慶長,元和頃以前のことを記 して,400余年前から稼業さ
れたと伝 え られ.｢銅山草創ク始暦数碇と相知不申｣と省かれている｡しかし,貞観 12年 (8
70) 2月,備中,備後に命じ,錦鋲科の銅を採進せしめたことが.｢延審式｣に記鋳されている



























経営されている｡泉屋 (住友)の吉岡鉱山の経営は,天和元年 (1681)から元禄11年 (16












































敬尺取申間数と革存候,其上中湿 り稼山も掬尽 し,唯今にては稼可申場所も無御座辰 ,此後御願




















立場からこの下稜の方法は ｢受取 qJと呼ばれるようになった｡下種人は各自銅を生産 し,調色人
がこれを男姫めるというしくみであったと思われる0
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『成羽史話』 竹内明解著 成羽教育委月会刊 昭和 39年
『ふきやの荒』 長尾 隆著 昭和 51年 2月出版






うち字星原,佐々木村のうち字本村,布寄,長池,用坂 ,羽根 .小泉,坂本,吹星.中野村本郷組 ,
同小野路組 ,同大野路IWの村々であった｡明治4年 (187I)7月の廃藩置県により,下原,上
目名,下目名,成羽,羽山,星原,本村及び羽板は成羽県の所管となり,それ以外の村は明治元年
(1868)設置された倉敷県に属していた｡明倍 4年 11月の県の統廃合により深津県 となり,







深津県 (のち小田県 )では,明治 5年 (1872 )3月,17大区 356小区を設供し,川上部
は第九大区となった｡現在の成羽町あたりの小区の区画は次のようであった｡ (図 5- 1-1,
5-1-2参照 )
小 二区 上目名村,下目名村,下原村 .本町両町 ,桃町,茶町 ,鷹部屋町 ,千原町,新町

















弘治 10年 (1878)11月 8日,県内の各会息所 ,小区事務所及び区戸長 ,保甲長をすべて
廃止 し,新たに区務所及び戸長役場を設問 し,区務所には区長 -名 ,戸長役場には戸長二名 ,町村
には副戸長を置 くこととなった ｡





成典例規を遵奉宣布 し.上旨を下達 し下情を上通し区務 を統括 し部民の安寧風俗僑正の車を箪
る,戸口を評に し,徴租徴兵勧業勧学の事 を暫 し,区内の耕務挙 らされは某省に任す区入費を












一村一員を置 く者 とし五十戸以下の小村はニ ケ村以上を併て一員を値も妨なし
常に町村に在て実地の語勢を担当 し戸長役場 -往来細大協議 し人民の話中牒を審零連署するこ
とを掌る(以下省略 )
なお,副戸長は次の通 りである｡
副戸長 (明治 10年 1月 9日- 11年 12月 3日)
上目名村 藤井文次郎 (第一声長役場 )
下目名村 平松幸太郎 ( 〃 )
下原村他六町 ( 〃 )
渡辺 蔵六
藤後斉代太
佐 々木村 ,は数村 ( , )
赤木忠八郎
坂本村 西江勝三郎 (第三戸長役場 )
-130-
布寄村 赤木徳太郎 (第四戸長役場 )
故地村 ,相坂村 ,長屋村( , )
赤木豊次郎
中野村 広兼満太郎 ( 〃 )
吹屋村 長尾佐助(免職 )
田村国五郎 ( 〃 )
羽山村 ,宇治村
本tj^仁之吉 ( ,I
羽根村 高田恒太郎 ( 〃
小泉村 赤木佳一郎 ( 〃





戸長役場が置かれたα各村がどの戸長役場に属したかは副戸長のところで述べた｡(図 5- 1- 3
参照)
















下原村 小川 氏慶(明12,12. 3 - 13. 4. 21)
渡辺 蔵六 (〃13･ 5･ 4 - 13, ll. 10)
吉井 永命 ('yl3, ll.29- 13, 12, )
田辺良夫也('yl3. 12, 14 - 16. 2. 15)
上目名村 藤井文治郎 ('yll, 12, 3 - 16, 2. 15)
下目名村 平松幸太郎 ('yll.12. 3 - 】6. 2. 15)
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佐々木村 ,級数村
赤木忠八郎(明 日 . 12, 3-13hlly 8 )
平松剛四郎(〃13, ll, 2 6-16. 2. 1 5 )
坂本村 西江勝三郎 (〟ll.12, 3-16, 2. 1 5 )
吹屋村 田村国五郎 (, ll. 12. 3-12. 4. 1)
片山 伝二 (,'12. 4. 2 3一12.ll. 1 4)
長尾林三郎 ( '^12. 12. 4-13. 4. 1 6 )
松田 定衛 (,'13. 5. 6-13.ll.1 0 )
柳井幸三郎 (〟lュ.12. 8-16. 1. 1 0 )
中野村 広兼満太郎 (/I ll. 12. 3-16. 2. 1 5 )
布寄村 赤木徳太郎 (,yl'1.1之 3 - 1丘 2. 15)
長池村 ,相坂村
渡辺 仲蔵 (明 日 . 12. 3 - 12. 9. 15)
渡辺 若松 (,'12. 10. 2 - 16, 2. 15)
羽根村 高田恒太郎 (/ll. 12. 3 - 13. 3.22)
高田益太郎 (〃 13, 3. 12 - 16_ 2. 15)
小泉村 高木常太郎 ('Jl1.12. 3 - 16. 2. 15 )
成羽村 千田尾清作 (/ ll. 12 3 - 16. 2. 15)
羽山村 本倉伊和尾 (/ ll. 12. 3 - 1之 2.26)
本台健太郎 (,'12. a 25 - 16 2. 15 )
(I) 連合戸長役場制度
明治 16年 (1883)2月 ,岡山県では戸長の公選制を廃し,すべて県令の茸任によることと
したo同時に,従来町村毎に置いていた戸長を.町村の大小に応 じて数町村が連合で置く連合戸長





戸長 田辺農夫也 (明 16. 2. 16 - 1& 4. 9)
小川 氏慶 (/1& 4. 9 - 2a I.ll)
侶原徳太郎 (〃22. I. ll- 22. 6. 1)
川上郡第十二部戸長役場 (位置,吹屋村 )
吹屋村,中野村
戸長 片山 叢書 (明 16. 2. 16 - )
川上郡第十四部戸長役場(位臥 布寄村 )
布寄村 ,長地村 ,相坂村 ,羽根村
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戸長 千田尾括作 (明 16. 2. 16 - )
坂本村は東油野村の第十一戸長役場に属した｡
図 5- 1- 4 連合戸長役場制度下の区画 図5- 11 5 町村制施行下の区画
(4) 町村制
政府は,明治 22年の唐法公布 ,翌 23年の国会開設を控え,地方自治制度の確立をはかるため,
明治 21年 (1888)4月市制町村制を公布した｡これにより｢町村-法律上一個人 卜均シク権
利 ヲ有シ義務ヲ負担 シ,凡町村公共ノ事務-官 ノ監督 ヲ受ケテ自ラ之 ヲ処理スルモノ｣(法律第-
号町村制第二粂 )となり,｢叫村会-其町村ヲ代表シ此法秤二準拠 シテ町村一切 ノ事件並従前持二
委任セラt,,又-将来法律ガ令こ依テ委任セラルル砺件ヲ裁決スルモノ トス｣ (同第三十二粂 )と
された｡岡山県では同年 6月 1日から町村制が実施され,その際 ,表 5-1- 1のように各村合併
され,新たに東成羽村 ,成羽村 ,中村 ,吹農村が発足した｡(図 5-1-5参照)
(5) 成羽町の成立
吹屋村は明治 34年 ()901)2月 6日町制を施行して吹屋町となり.東成羽村も明治 34年
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4月1日成羽町と改称した｡さらに明治 39年 (1906)4月1日,成羽町と成羽村 とが合併 し




信原徳太郎 (明治22. 8, 8 - 明治 23. 10. 8)
小川 氏慶 ( 〃 23.
村擬兼太郎 ( /y 27_




小杯虎太郎 ( 〃 36.








藤井 品衛 (昭和 17.
渡辺 貞次 ( 〃 21.
平松 幹革 ( 〃 24.
中村轟
赤木 忠康 (明治22.
赤木杢太郎 ( 〃 44.
大福 節夫 (大正 13.
土谷宮代太郎 (昭和 8,
大福 節夫 (昭和 12.
尾頃信太郎 ( 〟 16.
那須 忠雅 ( 〃 22
吹屋村 (町 )長
片山 基音 (明治22.
片山 伝二 ( 〃 24.
12 19 - / 27.12. 18)
12 19-〃 34. & 31)
9. 2 - ,I 3& ll.29)
10. 8 - 明治26. 10. 7)
10. 8 - / 36. 4.25 )
6. 15 - /y 36. ll. 2 )
12, 10 - 〃 37. 7.17)
9.30 - /y 39. 3.31)
7.31- 大正 2. &
??
9, 18 - 〝 6. 9. i)
9,21- /y 13. 5. 9)
5,10 ～ 昭和 3. 1. 8 )
5. 3 - / 17_ 4. 1)
7.26-〃 21. 5.10)
7. 17 - /y 24. 3, 10)
4. 17 - /y 30. 2.28)
9.30 - 明治 44. 5.25)
9 27- 大正 la 9.26)
9,27 - 昭和 7. 10. 22)
2. 21 - I, 12. i.23)
2.23 - /y L6. 2.22)
3. 9 - 〃 2L 10.24)
4 5 - 〃 30. 2.28)
9.20 - 明治24.10. 9)
10. 】0 - 〃 28. 6.26)
松田 和 ( 〃 28 ll. 9 - 〃 29 9. 7)
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大塚 金津 (明治29. ll. 1I- 明治30. 10 6)
枚田 和(/J 30. 10. 14- ,J 35. ll. 4)
長尾 佐助 ( /,35. ll. 19- 大正 6. ま 26)
原田 吾平 (大正 7. 6. 15 -/, 9. 之 15)
長尾 佐助 ( / 10. 5. 9- 昭和 3. 9.23 )
片山 茂三(昭和 4. 4. 9 一一 〃 9. 3. 5)
丘 誠之(〟 ll. 9. 8- 〃 19. 9.2 0)
田村弥太郎(/, 19. 9. 2 1- ,I 20. 1 17)
大河 千尋(;, 20. 6 7- , 21. 10.24)
三浦 末吉 ( 〃 22. 2.24- , 26. 4. 4)
片山浅治郎 ( ;,26 4,23-,I 30. 3. 3 1)
新成羽町長
平松 幹革(昭和30､ 3. 1】～ 昭和34. 1.3 1)
土田 滞吉(〟 3 4. 3. I- )
表 5- 1- 1 町村朋 分合 (r剛 県郡治誌｣上巻よ｡)
??? ???? ???? ? ?
??
? ? ? ? ?
?
?




















??? ????? ??? ?
l L ≡ lH ;
2 合併 と町政 の展望
(1) 第一次合併- 成羽町 と中村の合併
打)合併以前の状況
昭和 26年頃から町村合併の気運が台頭 し,郡町村会及び議長会においても川上郡内の町村合併
構想を発零 してこれを研究するようになった｡昭和 28年 10月 1日,町村合併促進法の施行にと
もない,合併気運はますます高まり,各町村ともたびたび議会で協鼓されるようになった｡
成羽町では,昭和 30年 12月29Elに町盛会で町長 ･平松幹華氏,助役 ･土田酒害氏,県会議







































(衣 51 2- 1｢馳係町村現況衣｣参照 )
表 5-2-1 鴎係町村現況表
区分 町村別成 羽 落 合 玉 川 松 原 砧 倉 川 面 津 川 巨 勢
面 戟 (fF) 34.5 21.5 24.0 21.2 27.0 12.4 15.5 21.4
現在人口(a.29.3.1現在) 6902 37】2 1760 2679127 2441 2785 2441 2865一 方 粁 当 り の 人 口 20 17 73 90 22 】62 134
現 電 戸 数 1353 674 307 470 413 515 469 5】3
学校()内は令 小 学 校 2 3 3 2(1) 2 I(I) 1(l) 1(1)
中 学 校 1 l J 1 1 1 1
高 等 学 校 公iJL 2
私立
各 種 学 校 公立 l 1 1 1 1私
地方財政平衡交付(8.27)和 4285 3772 2962 2601 2926 2648 2549 2661
国軍梶_税 納 税 鶴 岡 6662 558 450 692 322 1869 2265 1726
-. 人 当 り 円 965 149 259 261 132 658 929 602
納 税 額 fP] 3046 612 337 359 342 566 421 Jl38
一 人 当 り 円 441 164 194 135 144 19 173 153
町村秩 納 税 額 和 9614 3566 2】75 3005 2643 3360 31_42 こ1383
- 人 当 り 円 1393 953 ユ250 1134 1083 1182 1289 1181
徴 収 歩 合 % 96.9 94.2 99.1 99.8 9乙5 92_9 7O.0 88.5
股終予許総額 (負-.27)円 25820 21292 7360 6875 6755 9650 8082 9726
仏莱別人ロ 曲 集 戸数 655 563 277 627 327 347 269
人口 3979 3340 1647 2497 200′l 1982 1532
林 業 戸数 45 6 ll 5
人口 221 15 53 22
漁 業 戸数 2
人口 7






移れば.成羽町にとっても,住民にとっても大きな損失となることが予測された｡(表 5- 21 1
｢幽係町村現況表｣参照 ) 成羽町商工会は有梁市制参加に反対 して,署名遊動を行ったが,他方,




砧 計 成 羽 宮 家 平 Jll 温 野 吹 崖 宇 治 中 計
24.9 202.4 34.5 20.3 36.8 45_6 2&5 29.4 18.5 213.3
12582 37167 6902 2678 3322 3698 2705 2ノー06 2208 23919
505 187 200 132 90 81 95 82 121 112
3048 7762 1353 489 537 829 562 429 371 4370
2 17(4) 2 3 1 3(1) 3 I 2 15(1)
I 8 1 1 1 2 1 I 1 8
2 4 2 (1) 川 (2)
1 1
4 1 I 2
2 3 1 1
LIl60 28504 4285 3720 1131 5319 3479 3928 3227 25089
32672 47216 6662 726 460 280 668 531 222 9549
2597 1237 965 271 138 76 247 221 101 399
16791 22912 3046 344 149 168 352 16】 71 4291
1335 600 441 128 45 45 130 67 32 179
16759 47647 9614 3213 7333 3310 2814 2299 2722 31305
1332 1248 1393 120() 2207 895 1040 956 1233 1309
92.0 91.5 96.9
35709 131269 25820 10045 12477 9656 l3514 11621 7763 90896
425 3029 655 390 443 550 430 364 339 3171
2386 19367 3979 2102 2961 2184 1262 1460 2083 16031
10 77 45 6 一 8 50 18 ウ 133
40 351 221 42 17 41_ 120 55 ll 507
15 17 2 2
33 40 7 7
423 924 405 26 16 29 10 8 5 499
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l( ●S.工 菜25 戸数 120 3 2 ll 3 7人口 61 12 7 L7 ll 44
101堤在 鉱 業 戸数 ー
人口 5
そ の 他 戸数 167 122 18 32 74 131 11氾
人口 415 440 93 l25 390 652 808
) 計 戸数 139′l 7073890 301 468 424 525 489 512人口 68 5 1768 2673 289 2833 2514 2885
端衣財産 現 金 円 199102 Ll7678 7888 lOlOOO 7000 106843
有価EE券(葡面) 円 1440 12100 4000 910
建 物 用 1005
土itb 評 価 瓶 12510


















新 しい大成羽町へ宇治から送る町税が数に制約されて者 (- 旧 )宇治-の施設が遅れるのは必定で
あるOこの時に備えて村有林約 700町歩弱の財産権は窪められることが望ましい｡
･平川村の動向について
平川村としては広島県豊松村 との合併掛 ま意見の一致を見ず破談 ,次に沿野村田原を中心 ヒした平
川 ･富家≡ケ村合併掛 こ対 しては村民の約 8割は川戸から約一里上流の田原-逆行することは不便
が多い.仮に富家を中心とした場合 ,どうせ中心-出るならば既に多年郡の中心として親 しんでき
-140-
101 242 120 4 16 5 3 2 150
666 1397 610 21 84 37 12 6 770
1 6 2 30 38
5 lfI 2 100 118
219 2745 167 60 52 48 46 40 25 438
8441 11364 415 480 152 140 1345 112 135 2779
2993 7818 1394 486 537 6_37 571 433 373 4431
12Ll82 38429 6895 2811 3307 2398 2894 1665 2263 22233
27340 496851 199102 17423 日4802 5808 10490 6901 35000 389526
2200 20650 8080 900 6500 10200 500 26180
1005 1005 4590 10650 6500 22745
12510 12510 110000 546LI700 4327980 400000 10315110













































































































こうして昭和 30年 1月18日,成羽町慈会では全会一一致で,中村議会では賛成者多数 (賛成者
13名 ,反対者 2名 )で,成羽 ･中両町村の合併は可決され,同El,申群廿を掛 こ提出 し,昭和30


















































































長田地区は,昭和 30年 1月2日中野小学佼で区民大会を開き協為 した括果 ,町の方針である挙
町-一致合併の線に添 うには成羽町 との合併以外にはないとの結論に達 したo
H 成羽町 と吹屋町の合併
上述の様に,昭和 30年 1月 2日の時点で坂本地区を除き,一応吹g_町内の態勢は頻 ったOそれ
を受けて吹崖町議会は,昭和 30年 1月27日,転時議会を関与,成羽町,中村,吹屋町の三薗町村
合併を協議決定 した｡また,この日の議決は ｢吹屋町盛会会議規則第六条に抵触するに依 り｣無効
であるという酌出の昭和 30年 3月 】0日提出の第八号旗零も3月12日否決され,昭和 30年 3
月17日,町歳会は坂本地区の反対を押 し切 り,成羽町 との合併 (成羽町と中村は3月 1日付で合
併成立 )を 11対 4で可決 し,また同日成羽町愚会も吹畠町の編入を議決 し,翌 18日申帝fzafXを県
に提出した｡
坂本地区に対 しては,3月 25日岡山県総務部長 ,同地方課長 ,県議会議員 ,話梁地方事務所長
等が大字坂本蓮法寺において坂本期成同盟会の人々の集合を求め,円満解決について潔 し合 ったが










































種 別 配 分 率
成 羽 町 関 係 部 落
-鮒 ー^X警芸 4割 6割7 3




































































































(]) 町村制当初から日澗戦争後の財政 〔明治23年～明治36年 (1890人-1903)〕
明治26年 6月1日,町村制が実施され,東成羽村 ,成羽村 ,中村 ,吹屋村の4村が成立 した0
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表 513-1 村費歳入出決好 (一般会計 ) (単位 円)
吹 屋 村 中 村 東 成 羽 村 成 羽 村
年 生 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出969明治 24年 (1891) 1.873 1.592 987
明治26年 (1893) 2,166 1,636 1.236 I.005 1,013 826
明治27年 (1894) 6.440 1.858 I.888 1.1.04 ll.646 2.808 2.784 1.133
明治 28年 (1895) 2.568 1.850 1,123 1.0`t9 4,495 3,198 1,585 1,096
明治30年 (1897) 3418 2.055 1.392 1,200 4,】28 3,625 3.227 1.361
明治 32年 (1899) 4.166 2.942 1,878 1.375 5,505 5,038 4.277 1,877
明治34年 (1901) 8,850 5,161 4,437 4.280
資料 r村会･3番鐸J
㈹ 歳 入
年度 科目 村税 補助金等
明治 23年4567893012 85,O l2.7
80.O I 1.5
78.4 1 1.7
81.5 1 2. 3









図5-3- 1 吹屋村の歳入状況 (単位 飾)
(塵 )これは ,村税収入の歳入に占める率と依存財葡 (国建及び県からの交付 )からの






















24.5 l l 44.6
339 l r 50




















表5-3-2 町村費歳入出決昇 (一般会計 ) (単位 円)
吹 屋 町 中 村 成 羽 町
年 度 歳 入 境 出 歳 入 続 出 歳 入 歳 出
明治37年 (1904) 6.012 4.548 2.658 2.217 5,961l 5.813
明治39年 (1906) 8,955 5.297 2.585 2,550 6.420 6.238




ま 5-3-3 町村税の粗収入中Iこ占める削合 (単位 帝)
Lil 吹 屋 町 中 村 成 羽 町
明治37年 83.1 86.5 90.4
明治39年 49.9 78.4 87.7
明治 41年 76.6 87.6
資料 r町･村会議番長 J
表 5-3-4 町村税の実際 (単位 円)
吹 屋 町 中 村 成 羽 町
年 度 町 税 指 数 村 税 術 数 町 税 指 数
明治36年 6.188 -loo 2.9JO 100 6,145 100
明治37年 4.995 81 2.403 82 5.161 84
明治38年 4.466 72 2.268 77 5.052 82










年度 科目 役場や 教育野
明治37年9413 36,8 r l 54.0
34.1 l l 51.3
31.8 l 51.8
29.5 l l 52






〔大正元年 一 大正 14年 (1912 - 1925)〕
糞 5-315 町村費歳入出決罪 (｢股会計 ) (単位 円 )
吹 屋 町 中 村 成 羽 町
年 度 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出 歳 入 歳 出
大正 元 年 (1912) 13.425 9.465 7.158 4.246 16.233 13,487
大正 3 年 (1914) 15,966 10.068 9,326 4.368 15,007 12,233
大正 5 年 (1916) 21,453 10,340 10,760 4,821 17,900 12.397
大正 7年 (1918) 30,904 12.965 10.448 6,969 23,125 17,447
大正 9年 (1920) 30,940 22.958 18.115 13,990 39,846 30.929
大正 11年 (1922) 36.055 23,721 20.605 14,788 44,795 34.464
資料 r町･村会顔事掠 .J
第 1次世界大掛 こよってもたらされた好出熱 ま,資本主義の発展とそれにともなう農村の都市化
をうながした｡それは反面,物価の急騰を呼び,地方財政規模を急激に拡大させた｡大正 11年度
の歳出額は,同 5年度のそれに対 して,吹屡町 2.3倍 ,中村 3,1倍 .成羽町 2.8倍になっているO
財政規模の拡大はもとより歳入にも及んでいる｡
義 --普 町 税 補助金等















吹 屋 町 中 村. 成1羽 町
年 度 町 税 指 数 村 税 指 敢 町 税 指 数
大正 5年 9,322 100 5.201 lr=) 12.125 100
大正 7年 15,463 166 7,791 150 16,920 140




大正 元 年357911 27.9 l l 45.5
27.2 48.3
31.⊥ l l 45.5
34.5 l l 483
19.8 l I 54.1









昭 和 2年一昭和 1 0年 ( 1928 - 1936 )






度にかけても栽入出執 ま減少傾向にあるo しかし.昭和 10年以後,政府の時局国政事業の実施に
呼応するように地方公共団体は財政恐橿解に方向を転じている｡従って3町村の財政規模 も帯び拡
大を始める｡
表 5-3-7 (単位 千円 )
成 羽 中 村 吹 上 入合計 成 羽 中 村 吹 上 歳出合計
昭和 2年度 81 19 46 146 79 19 36 135
昭和 4年度 98 25 △ 36 160 83 25 122 231
昭和 6年度 103 △ 22 △ 33 △ 158 103 △ 22 △ 23 △ 147
昭和 8年度 △ 72 25】△ 32 △ 130 △ 7U 25 31,△ 126
昭和10年度 167 △ 19 △ 31 216 L6LI 189 △ 29 383
(単位 帝)
義 - 普 町 税 補助金
昭和2年度46810 43.3 l ll.2
47.7 一 犯 2




































表 513-8 町費歳入出決昇 (｢般会計 ) (単位 千円)
南 ＼ 成 羽 中 村 吹 星 歳入総衝 成 羽 中 村 吹 屋 歳出総額
昭和10年度 167 19 31 216 164 189 29 383
昭和12年度 △ 28 36 △ 26 △ 91 △ 109 △ 25 △ 26 △ 160
昭和14年度 96 43 39 178 △ 92 42 39 173
昭和16年度 △ 92 △ 24 △ 37 △ 153 △ 84 △ 23 △ 35 △ 143
昭和1時 度 118 58 65 24l 121 58 65 244
(帝位 %)
諭 i空 町 税 補助金他 ;















たなかった役場費は,昭和 14年位から10声台になり漸次増加し,昭和 16年度には 19,7%pこ
までなっているo中村 で も昭和 16年には34.7罪を占めており徐々に増加している｡一方教育
- 157-
右 打 聖 役場費 教育費
昭和10年度 5.4 1 29.8
12 8,6 33.1
14 ll.5 1 26.I
ユ61820 19.7 18.1
15,3 11.5
図 5-3-9 成羽町の歳出状況 (単位 %)





(6) 戦後の財政 〔昭和 22 - 28年 (1947 - 1953)〕
この時朋,戦後の新円切替えとともに再出発した村の財政は,その規模が急速に増大していった.
戦後イソフL/に ,朝鮮職争による特絹触気が拍車をかけた｡昭和 28年度 と同22年度とを比べて
みても,歳入顎は,成羽町 16.2倍 , 中村 7.2倍 ,吹尾町 838倍という好大な増加を示 してい
る｡歳出でも,中 村 7.2倍,吹屋町 83.8倍になっている｡そして,昭和 28年 ,朝鮮軌争の終
結に伴 う反動不況が訪れると,財政状掛まさらに感化するのである｡
衣 5-3-9 町村費歳入出決符 (単位 千円)
毒を-空竺成 羽 中 村 吹 屋 歳入総額 成 羽 中 村 吹 屋 歳出総額
昭和22年度 2,258 I.344 298 3,899 2.490 1,330 299 4.117
24 】4,640 5,230 4.600 24,469 13,561 5,191 4.411 23,163
26 21,976 5.964 ll.123 39,063 - 5.762 10,670
28 36,511 9.673 25,735 71,919 - 9,544 25,050
(イ) 歳 入
昭和 21年から同23年にかけて,地方税制が改正された｡これにより市町村に独立税として 2









読-聖ミ 町 税 国唾支出金 他




図 5-3-10 成羽町の歳入状況 (単位 %)
(ロ) 歳 出
歳出額は年 大々きく膨張しているが,役鎗甥の割合は年 減々少している｡昭和 24年には28.2




昭 和 22年 度 28.2 l 24.8
24 l68 19.3 1 22ー68､270 4.2
図5-3- 11 成羽町の歳出状況 (単位 %)
(小幡満子)∫
(7)合併後から現在までの町財政
ここでは,昭和30年に合併(昭和 30年 3月 1日合件合併 :成羽町十中村 ,4月 1日編入合併 :
十吹虚町 )して以後,現在に至るまでの歳入歳出決井の推移をたどろう｡
㈹ 歳入歳出総額
表 5-3- 10,図 5-3- 12をみると,町財政の規模は,昭和30年代においては徐々に,
40年代以降,特に後半は急激に拡大している｡具体的に貰えば,昭和 30年には約5,000万円
であったのが,昭和 40年には約 1僚 5,000万円と,およそ3倍になっている｡そして,昭和 4
6年には約 4倍 4,000万円 (約 9倍 ),さらに昭和47年以降急激に伸び,昭和 30年の約21
倍の約 10億 2･000万円にものぼっている.この財政規模の拡大傾向は.物価上昇に伴って現れ











































































































































成羽町歳入歳出描坂 (昭和30年～昭和 50年) (単位 円)










39 115,055,666 118ゝ 272.893
40 146.258,426 145,599,262
41 232.684,855 231,665,324
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昭和 30年掛こは約 2 0%ぐらいであったのが,昭和 40年代以降約 45- 50%と非御こ大きな
割合にまで増大している｡
また,表 5- 3- I1も参考に加え,岡山県Tの市町村普通会計歳入と,成羽町のそれを比較し
てみると,昭和 30年代後半の県下の一般的市町村の歳入総鰭に占める市町村税の割合は40%前
後で,成羽町のは約20- 30%,そして,地方交付税 ･国庫支出金の割合は ,県下が 15- 16







次に歳出決算について,図 5-3- 14,蓑 5-3-11を参照しながら考 えていきたいと思い
ます｡まず,歳出総額に占める土木費についてみると,昭和 42年頃までは大ぎっばにいって約10
%以下であったが,それ以後はだいたい 15- 20射こ増加 している｡(昭和 47年 ,48年は教
育平の大幅な増大によって9.8ヲ岩,82射ことどまったと患われるが) この土木費の増加は,40
年代以降の成羽町の近代化-の前進を示 しているのではないだろうか｡(しか し,表 5-3-11
の30年代後半の県下の市町村の歳出総瓶に占める土木費の割合約 10- 13ヲ岩と成羽町の約 4-
10%をくらべると,その近代化は平均に比べて少 しばかり遅れたものであろうO)







向をあらわしているoというのは,昭和 30年代前半には約 3- 7男であったのが, 40年代前半
には約 7- 9男,そして,昭和 49･50年度にはおよそ15ヲgにまで連 している｡昭和 30年代




までは,だいたい歳出総額の 18- 22･23%を占めていたが,47年になって急激に 11.2%
-1164-
総務費 土木 教 育 費費 農枯葉費+商工 その他
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図 5-3- 14 歳出決井構成比の推移
-]65-
図 5-3-15 歳出に占める産業史の内訳 (S.39- 50)




また,成羽町の産発の中心は段杯某であるが.図513- 15を参照 して,昭和 39年以降の盛





岡山県r岡山県郡治誌 ｣上巻 (昭和 13年 ) 中村 ｢村会執串良｣
岡山県 r岡山県政史 ｣明治大正月 ,昭和前期編 吹屋町 ｢町会会虫録｣
(昭和 42年 ),昭和戦後偏 (昭和 44年 ) ｢岡山県の長期ビジョン｣検討のため
岡山県 r岡山県市町村合併話｣(昭和 35年 ) の市町村意向調査 (昭和 54年 )
成羽町 ｢町会盛事鐸｣
-1661























































船頭の持っている樽は,吉井川では占竹 ,成 粗目は10年生の杉で作られていたo ここで古老から
聞いた船東歌をあげてみる｡


















F成羽史話｣ 竹内明照著 成羽町教育蚕貝会 昭和39年
r岡山の交通｣ 藤沢 晋著 日本文故出版株式会社 昭和47年
2. 近代の交通




南は小EEl郡美星町に接している｡地形は東西約 5.5km.南北約 15kq,面戟 8205kiで広島県道
後山を源とする成羽川が市街地の中心部を流れ,下旅で高梁川に合流している｡そして778mの













ったOしかも道幅 5.4m以上はlkd余 りという状況であったO県道を補う町道は約 246kbIで,那
全体の約 780khIにしめる成羽町の割合はまずまずである｡しかし郡全体の水準,および道路の質
を考えるならば,かなりの遅れていたことを感じざるをえない｡
また橋梁は資料が明白でないため,考察は差し控えるが 吹良村(当時 )のみで大正 12'lrJ









表 6- 2- 1 車両台数表 (r川上那誌 ｣8年)
区分年荷敢用馬 車 人 力 車 荷 車 牛 革 自転 車 自動 車 その他乗 用 荷恐用
大正 9 8 15 - 4 -
1 14 38 129 - 97 -
2 12 8 14 17 -
22 38 169 125 -
3 12 8 14 17 -
22 38 169 129 -
4 13 9 19 - 27 -
24 37 158 - 139 -
5 12 】0 18 - 34 -
26 35 157 - 184 -
6 5 ll 18 41 -
24 33 161 207 -
7 5 ll 18 - 41 -
23 32 168 - 255 -
8 5 6 18 - 65
9 1 7 21 - 57 -
- 61 -10 I 5 19
ll 27 5 18 2 101 6
24 160 1 435 1
12 26 6 22 2 112 -20 151 483 I -
13 1 5 21 - 】28 1 - 2
24 15 154 538 3 - -
14 1 4 19 - 135 1 - 1
24 13 152 600 4 5 -
15 3 3 18 133 1 - 1
23 5 140 594 7 6 -
昭和2 3 3 18 2 133 1 - 1
23 4 136 611135 9 73 5 1 15 - 1 - 1
4 4 1 12 - 130 1 - -
5 34 I 10 - 104 3 - -
-170-
辛 .荷 嶺 用馬 事 t人力革 荷 車 牛 革 自転 車 自 動 申 その他乗 用 荷 債 用
昭和7 2 0 5 - 92 1 - -
8 - - - - - - - -
9 4 0 1 4 86 1 1 -
10 2 0 3 2 97 2 I -
ll 2 0 3 2 107 3 1 -
12 1 0 2 1 103 3 1 -
13 1 0 3 1 102 3 i -
】4 1 0 4 1 115 - 1 -
15 - 0 9 - 120 - 1 -
16 - 0 - - 131 - 1 -
(注) 上段は旧吹屋村,下段は旧成羽町の台数
なお昭和 3年以降は旧吹盛付のみの台数
b 川こ舶 交 通
図6-2-1にみられるとおり,大正 6年(1517年 )は例外として,川舟は減少の一途をたど
る｡表 6-2- 1の自転車台数の勤行と比較してみると,その減少のしかたが,自転車の背及と大








a 道 路情 況
(イ)国県道 町内の国風 県道は合計 7路線で,大部分がバス路線のため,住民の日常生活
に重要な路線ばかりである｡
表 6- 3- 1 昭和 52年度来町内国 ･県道延長
総 延 長 実 延 長 改良済延長 改良(% 舗装済延長 舗装率 昇格年月日(m) (m) (m) (吻 価
道ー 313 ー 5,985.0 5,985.0 5.985.0 100.0 5,985､0 100.0 S29.12.24T 4 I, 一
見-成羽繰 9,016.6 8.299.9- 3.210.7 38.7 8.299.9 100.0
･島-成羽 - 5.100.1 5.100,1 4,190J 82.2 5.040.1 98.8
本 一字下 原治-長屋 13.B47.6 13,847.6 2,299 16.6 ll,008.6 79.5 S35.3.18
3.260.0 3.260.0 1.510 46.3 1,440.0 44.2 S49.2ー26810.2専一下原 ■ 97084 97084 2,62 ,4 270 9.7084 100_0
(注 ) 県道新見成羽線 元は成羽新見線である｡
表 6- 3- 2 町内国県道の舗装,改良率の変化
実延長加 改良率啓 舗装率飾
昭和42年 3LI.4 42.1 47.8













表 6-3- 3 一級幹線町道並府情況 (昭和 53･ 331現在)
i 路 線 名 実延長 m 改良済延長′ 改良率卓 舗装済延長m 舗鼓率車
上 光一天神線 6,530 70 1.1 1.116~ 17.1
上長田一矢広線 5.709 3.860 67.6 1,502 26.3
布 寄 繰 3.500 3.500 100.0 3,500 ~100.0
枝 線 1.000 .1.000 100.0 1.000 100.0
甲 平 線 1.063 161 15.1 1.063 100.0
下 原 本 線 1.880 1.880 100.0 1.880 100.0
(注) -,二扱幹線町道改良,禾改良調査表より
表 6- 3-4 町道適 地倍加 (昭和 52･ 4. 1現在 )
区 分 実延長加 改良済延長kJ. 改良率帝 舗装済延長上nr 改良率帝
一 級 19.7 8,3 42.6 6.4 3?.5-
二 枚 21.3 2.3 10.9 3.0 13.9
そ の 他 268.7 5,5 2_2 ユ9.1 7.6




2.1 5.6三彩;r/ li4 30 (舗装率)14.8 79.8享窮
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も相乗効果があったろう｡そして,再び 図 6- 31 1に目を転じると,町内の道路の盤備が車
両台数の増加に追いついていけていないことがわかる｡
表61 3- 5 成羽町車両台数 単位 (台 )
乗 用 車 貨 物 特 殊 車殊用途申 乗合自動車普 遺 串 小 型
_暗和47 509 58 283 8 5
昭和48 663 61 313 10 5
昭和49 832 80 351 14 5
昭和 50 946 77 361 23 7
(注 ) 高架振興局税務部fE料
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表 6- 3- 6 岡山県串両台数
単位(台)
乗 用 弔 貨 物 特 殊 車殊用途事 乗 合 自動 車普通車 小 型
S.47 134,842 406,315 60,909 6.521 3.118
5.48 170.278 45,9.114 66.041 7.299 3.214
S.49 207,427 503,133 72.2LI6 8,287 3,319
S.50 238,905 538.352 76.528 9.076 3.341
S.51 271.604 559.551 80.LI69 9,455 3.307
2tO0019Bt†o65日3lI i 用 早




(ロ)交通旦 成羽町の交通動脈は国道 3I3号と県道新見成羽線 (以下A線と記す)と県
道図 6- 3- 1玉島成羽線 (同B繰 )である｡ 3本とも舗装率 】oo車,改良率は313号が 100
留,A線 387車,B線82､2%で,A線の条件が他に比べて憩いのがめにつく｡ この 3本の 12
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(ィ)現況と問題点 ここで,昭和45年と48年度の町道の状況を表 6- 3- 6, 6- 3
-7で示す｡
表 6- 3- 6 道路改良率,舗装率(昭和45年度)
区 分 l 道路の状釈 (昭 45.3宋 ) 49年 貯 目盛
実延長紬 改良率(i) 舗装率(4) 改良率(%) ##*(i)
成羽町 316.3 2.1 0.6 6.3 2.0
岡山県 26.404.0 4.9 4,5 - -
全 国 800.971,4 14.3 8.0 - -
(注) ｢成羽町過疎地域振興計画｣より
表 6- 3- 7 道路改良率,舗装率 (昭和48年度)
区 分 道路の状況(昭一8.3末) 昭和54年皮目療
実延長Cd改良率(i) 舗装率(i) 改良率(4) 舗装串(i)
成 羽 町 - 3.6 ll.0 6.0 22_0
岡山県平均 - 8.3 10,5 - -















の施設整備に総事業費約 1億 8千6百万円を殻 じてきた｡その鯨栗として,道路網の整備は住民生
酒の便益向上,農林業の生産性の向上をもたらし,経営近代化施設の整備は,農作業の省力化をも
たらし,生産規模拡大を助長し, これらの省力化は.他産菜への就労を増大して,所得の拡大に寄
与 し/こ｡
しかし.自然立地条件の制約,地価の拓騰等による土地流動化の困難性,戯林産物価格の不安定
等の経済情勢から,農林薬所得が極めて低位である等のため,農林業外収入を求め,他地域への通
勤就労に拍車をかけるなど,不安定な兼菜化が進んできた｡
こうした情勢下において,今後の山村振興を推進するにあたっては,地場産薬の振興をはかり就
労機会の増大につとめるとともに,主要産業である鹿林業の所得水準を図ることが蚤変な評届であ
る｡そのような課留に対応した早急な開発屯僻を進めるために山村振興計画の変更が必要であった｡
(ロ)基本方針 本地域は,岡山県の西北部に位正し,療高200- 500mの地点に耕地及
び集落が分布する峡谷型の山村であるO主要産業は虎林業であるが,零細経営農林家が多 く,極め
て後進地域であり,交通網,通信網,産業基盤.社会生活費境等の整備 も不十分で,このため農林
業従事者の地域外就労 ･日屈労働は,年々増加の傾向にある｡
しかし,本地域は,広大な林野を有し,文革有冷塊野菜の生産に適するなど,農林業の開発可能
性を大いに有しており.中国縦貫道の開通により都市近郊農業としても,これらの発展が,大いに
期待される｡
このため,野菜,苛等たばこ,酪農,しい茸等の産地形成を目途に,これらの生産基盤を整備し,
自立経営農家を育成すると共に,安定誰某を促進し,鹿家所得の増大を図り,あわせて交通網,社
会環境,文数施設等を,総合的に盤備し,効果的な山村開発を行なうものであるO
そのための交通施策は,産業の開発と住民の日常生活の便益性確保のため,道路の整備を行なう
ということである｡
村 現況 第二期山村振興計画に基づく町道の事革は,上長田一矢広縁,長地一羽根線,大
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